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平成３０年度 土木部当初予算案の概要 
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１ 平成３０年度当初予算案規模

○当初予算（一般会計）

○予算内訳（費目別内訳）

平成３０年度土木部当初予算案額 ２，２２２億９，９９１万４千円
・前年度土木部当初予算額 ２，９０９億６，６５４万７千円に対し、６８６億６，６６３万３千円の減、
対前年度比７６．４％

・平成３０年度県当初予算案額 １兆４，４７２億１２百万円に対する土木部当初予算額の
構成比率は１５．４％

予算額 対前年度比（差額） 対前年度比（率）

復興・創生事業

公共事業費 １，１５９億９，０３０万 円 △６０４億２，７０７万３千円 ６５．７％

一般公共事業費 ２３２億６，６７８万６千円 △１４９億６，９０９万４千円 ６０．９％

県単公共事業費 ９２７億２，３５１万４千円 △４５４億５，７９７万９千円 ６７．１％

一般事業費 １３０億４，６３３万９千円 △５２億８，０６６万 円 ７１．２％

計 １，２９０億３，６６３万９千円 △６５７億 ７７３万３千円 ６６．３％

通常事業

公共事業費 ６５０億７，２９１万５千円 △４３億６，４９３万８千円 ９３．７％

一般公共事業費 １７５億６，７６５万２千円 △６４億１，４１９万５千円 ７３．３％

県単公共事業費 ２８６億３，９４７万８千円 △６億３，５２４万７千円 ９７．８％

維持補修費 １８８億６，５７８万５千円 ２６億８，４５０万４千円 １１６．６％

一般事業費 １９６億１，８１２万７千円 ９億６，９９６万９千円 １０５．２％

義務的経費 ８５億７，２２３万３千円 ４億３，６０６万９千円 １０５．４％

計 ９３２億６，３２７万５千円 △２９億５，８９０万 円 ９６．９％

復興・創生事業＋通常事業

公共事業費 １，８１０億６，３２１万５千円 △６４７億９，２０１万１千円 ７３．６％

一般公共事業費 ４０８億３，４４３万８千円 △２１３億８，３２８万９千円 ６５．６％

県単公共事業費 １，２１３億６，２９９万２千円 △４６０億９，３２２万６千円 ７２．５％

維持補修費 １８８億６，５７８万５千円 ２６億８，４５０万４千円 １１６．６％

一般事業費 ３２６億６，４４６万６千円 △４３億１，０６９万１千円 ８８．３％

義務的経費 ８５億７，２２３万３千円 ４億３，６０６万９千円 １０５．４％

合 計 ２，２２２億９，９９１万４千円 △６８６億６，６６３万３千円 ７６．４％

復興公営住宅整備事業や東日本大震災関連の災害復旧事業が進捗したことなどによ
り、全体の予算額は減額となっていますが、要望の多い維持補修事業や、復興を着実
に進めるために必要な復興関連道路整備事業などは増額となっています。
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９３３億円

0.97

平成３０年度土木部予算案規模

９６２億円

１，９４７億円

（単位：百万円）

通
常
事
業

復
興
・創
生
事
業

平成２９年度当初予算
２，９１０億円

一般事業

0.66

１，２９０億円

公共事業

前年度比
０．７６

平成３０年度当初予算
２，２２３億円

65,073 

115,990

17,568

28,639

18,866

19,618

8,572

13,046

92,724

23,267

公共事業

県単公共

県単公共

公共事業

公共事業

一般公共

一般公共

維持補修

一般事業

義務的経費

23,982

29,275

16,181

18,648

8,136

18,327

138,181

38,236

69,438

176,417

8,136
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１　基本方針

２　ポイント

Ⅰ 東日本大震災及び原子力災害からの復興・創生に関する事項

Ⅱ 県土づくりプランの３つの柱

(3)　津波被災地等の復興まちづくり

(4)　県土の復興を支援する道路ネットワークや物流基盤の整備

(1)　避難者の居住の安定確保

(2)　津波被災地における公共土木施設等の復旧・復興

　復興・創生期間の折り返しとなる３年目の平成３０年度は、本県の大きな２つの課題である「復興」と「地方
創生」を加速させ、しっかりと形にしていくため、終期を見据えた計画の下、復旧・復興事業を着実に進める
とともに、定住・二地域居住の推進など、人口減少対策に取り組みます。
　また、本県の復興を成し遂げるためには、被災地域だけでなく県内全域での人と地域の繋がりが大きな
原動力となることから、県土全域の将来像を見据えた社会資本整備を展開していきます。
　さらに、建設から長期間が経過する施設の増大に対応するため、予防保全の考え方に基づいた計画的
な維持管理を実施していきます。
　これらを踏まえ、平成２５年に策定した「ふくしまの未来を拓く県土づくりプラン」に基づく当初予算を編成
し、笑顔に満ちた新生ふくしまを実現するため、引き続き、スピード感を持ちながら土木部職員一丸となっ
て積極果敢に取り組みます。

　そこに暮らす人々が、共に生きる喜びを分かち合えるよう、独自の文化や風土、歴史、地域資源など
に配慮しながら、地域の方々と共にまちづくりや地域づくりなど、“新しい人の流れづくり”による地方創
生の推進に取り組むほか、すべての人が快適に生活できるよう、生活空間の改善や施設整備を進めま
す。
　また、再生可能エネルギーの活用など、自然環境の保全に配慮した施策に積極的に取り組みます。

　応急仮設住宅等の適切な維持管理、復興公営住宅の供給及び民間住宅の再建支援など、避難者
等の居住の安定確保を進めます。

　東日本大震災により被災した公共土木施設等について、完了時期を見通しながら早期復旧に取り組
みます。

　津波被災が甚大であった沿岸部の地区について、市町村の策定する復興計画との整合を図りなが
ら、河川・海岸の堤防や防災緑地の整備等、防災機能を強化した復興まちづくりを推進するとともに、
復興祈念公園の整備や特定復興再生拠点区域に関連する公共土木施設の復旧・整備などを進めま
す。

　避難解除区域等における避難者の帰還、環境再生、産業復興等の取組を支援するため、ふくしま復
興再生道路を始めとする本県復興の基盤となる道路や小名浜港などの物流拠点の整備を推進しま
す。

　災害時の通行確保に向けた道路網の強化や、市街地の浸水被害の軽減など、自然災害に備えたソ
フト・ハード対策に取り組むとともに、県民の生活を支える社会基盤を次世代に引き継ぐため、既存施
設の長寿命化と適切な維持管理を計画的･戦略的に進めます。
　また、積雪地域や過疎・中山間地域において、年間を通し安全で安心できる暮らしを守るため、生活
環境の改善に取り組みます。

(1)　安全で安心できる生活環境の確保

(2)　ふくしまの活力を支える社会資本の整備

(3)　思いやりにあふれたまちづくり・地域づくり

　広域的な連携・交流を支え地域の活力を高める道路整備や、国内外との物流拠点となる小名浜港や
相馬港の整備、良好な市街地を形成する都市基盤の整備など、ふくしまの活力を支える社会資本の計
画的な整備を進めます。

２ 平成３０年度 当初予算編成方針

3



（単位　百万円）

資料番号
（右下の番号）

1

2

3

4

5

6

7

8

◆帰還者向け
　 災害公営住宅等
   整備促進事業

【建築住宅課】

- ○ ○

Ⅰ　東日本大震災及び原子力災害からの復興・創生に関する主要事業

(1)　避難者の居住の安定確保

8

復興公営住宅の整備
　原子力災害により、長期避難を余儀なくさ
れている方々の居住の安定を確保するた
め、復興公営住宅を整備する。

◆復興公営住宅
　 整備促進事業

【建築住宅課】

◆福島県安心耐震
　 サポート事業

【建築指導課】

○

◆公共災害復旧
　 事業
　
【河川整備課】
【港湾課】

20

30

主な事業内容 H30当初 H29当初
復興・
創生

事業名（取組）新規

5,205 52,913 ○

8

空き家を活用した地域の活性化・復興の促
進
　移住・定住、被災者等の住宅再建を推進
し、本県の活性化・復興を図るため、県外か
らの移住者や被災者等が行う空き家改修等
に対し、補助する。

101 126

帰還者向け復興公営住宅等の整備
　大熊町大川原地区の復興拠点内に、町営
の帰還者向け復興公営住宅及び新規転入
者向けの福島再生賃貸住宅を、県が代行で
整備する。

15

住宅の二重ローン対策
　東日本大震災により被災した住宅に既存
住宅債務があり、住宅建設・補修等のため、
新たな資金を借り入れることとなった被災者
に対し、既存債務の利子相当額を補助す
る。

10

安全安心ふくしまの家づくりの推進
　東日本大震災の教訓を踏まえ、災害に強
く安全・安心なまちづくりを推進するため、市
町村が行う木造住宅耐震改修補助事業に
対し、補助する。

32

◆住宅復興
　 マッチング
　 サポート事業

【建築指導課】

◆福島県空き家・
　 ふるさと復興
　 支援事業

【建築指導課】

◆福島県住宅復興
　 資金利子補給
　 事業

【建築指導課】

被災者の住宅再建とふるさと帰還の促進
　住宅の改修や建替を希望する被災者や避
難者に、被災地等で不足している工務店・
設計者・不動産業者等を紹介する窓口を設
置する。

○

(2)　津波被災地における公共土木施設等の復旧・復興

6,927 19,950

公共土木施設等の災害復旧
（東日本大震災）
　東日本大震災により被災した河川、海岸
施設、漁港施設などの機能回復を早期に図
り、県民の安全で安心できる生活を確保す
る。

避難者の住宅再建とふるさと帰還の促進
　避難者の住宅再建・ふるさと帰還を促進
し、まちの活気を呼び戻すため、避難指示
を受けた市町村が行う建物状況調査に対
し、補助する。

○

6 5

○

○

◆福島県ふるさと
　 帰還に向けた
　 住宅調査支援
　 事業

【建築指導課】

３ 平成３０年度 土木部主要事業
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（単位　百万円）

資料番号
（右下の番号）

9

10

11

12

13

14

15

◆復興祈念公園整
　 備事業

【まちづくり推進課】

(4)　県土の復興を支援する道路ネットワークや物流基盤の整備

復興・創生を支援する道路整備
　東日本大震災等を踏まえ、災害に強い道
路ネットワーク構築を実現するため、浜通りと
中通りを結ぶ道路や津波被災地のまちづく
り等を支援する道路の整備を推進する。
また、落石対策等を進め、防災機能の強化
を図る。

◆小名浜港・相馬港
   国際物流ターミナ
　 ル整備事業　など

【港湾課】

復興祈念公園の整備
　東日本大震災の犠牲者への追悼と鎮
魂、震災の記憶と教訓の伝承、復興への
強い意志の発信等を目的とした復興祈念
公園を整備する。

1,206 299 ○

○

◆復興交付金事業
　 （防災緑地）

【まちづくり推進課】

2,221 ○

○

2,868

津波被害を軽減する河川堤防等の整備
　津波や高潮・波浪の河川遡上（逆流）によ
る浸水被害の軽減・防止を図る。

8,398

3,124

(3)　津波被災地等の復興まちづくり

津波被害を軽減する防災緑地の整備
　東日本大震災を教訓に津波に強い地域
づくりを推進するため、津波被害を軽減する
機能を有する防災緑地を整備する。

2,089

◆復興交付金事業
　 （道路）、
　 交付金事業
　 （道路）（再生・
　 復興）、
   生活拠点形成
　 交付金事業
   による道路整備

【道路整備課】
◆交付金事業
　 （河川）（再生・
 　復興）による
 　河川堤防の整備

【河川整備課】

津波被害を軽減する海岸堤防等の整備
　東日本大震災により津波被害を受けた沿
岸地域のまちづくりと整合を図りながら、海
岸堤防を整備し、津波・高潮に強いまちづく
りを推進する。

1,038

事業名（取組）

災害に強く安全で安心なまちづくりを
支える道路整備
　災害に強く安全で安心なまちづくりを支え
るため、海岸堤防や防災緑地などと合わ
せ、一体的に道路を整備する。

5,292

◆交付金事業
　 （海岸）（再生・
　 復興）、
　 交付金事業
　 （港湾）
　 （再生・復興）、
　 交付金事業
　 （漁港）（再生・
　 復興）による
　 海岸堤防の整備

【河川整備課】
【港湾課】

主な事業内容

港湾の整備と利用の促進
　小名浜港・相馬港における取扱貨物量の
増加、船舶の大型化等に対応するため、国
際物流ターミナルの整備を行う。

H30当初 H29当初
復興・
創生

新規

6,058 ○

11,174 11,299 ○

57,784 52,275 ○

◆交付金事業
　 （道路）（再生・
　 復興）、
　 交付金事業
　 （道路）
　 復興交付金事業
　 （街路） による
　 道路整備
　
【道路管理課】
【道路整備課】
【まちづくり推進課】

5



（単位　百万円）

資料番号
（右下の番号）

16

17

18

19

20

21

22

◆河川海岸維持
　 管理事業などに
　 よる適正な公共
　 施設の維持管理

【河川整備課】
【砂防課】
【港湾課】
【空港施設室】

復興・
創生

○

H29当初 新規 事業名（取組）

◆公共災害復旧
　 事業

【道路管理課】
【河川整備課】

 Ⅱ　県土づくりプランの３つの柱

◆交付金事業
　 （砂防）

【砂防課】

◆交付金事業
    （公園）

【まちづくり推進課】

洪水氾濫を未然に防ぐハード対策と住民目
線のソフト対策の推進
　大規模氾濫に対する減災のため、ハード
対策とソフト対策の両輪により治水対策を実
施する。

4,339

295 304

適正な維持管理（道路）
　道路の計画的・戦略的な維持管理により、
県民の安全・安心を確保する。

すべての人にやさしい
快適で安全安心な生活空間の創出
　公園施設における予防保全を図るため、
長寿命化計画に基づき、老朽化施設の計
画的な更新を着実に実施する。

公共土木施設等の災害復旧
（平成２９年台風２１号災害等）
　平成29年7月の豪雨や10月の台風21号災
害により被災した道路、橋梁、河川など公共
土木施設の機能回復を早期に図り、県民の
安全で安心できる生活を確保する。

16,237 14,336

4,585

975 0

754

河川・海岸などの適正な維持管理による安
全・安心の確保
　適正な維持管理により、洪水・高波・土砂
崩れなどによる災害の発生を未然に防止す
る。
　また、既存施設の機能を維持するため、予
防保全の考え方による計画的な維持管理を
行う。

2,208

852

民間の大規模建築物等の耐震改修の促進
　耐震診断が義務付けられた不特定多数の
者が利用する大規模建築物、災害時の避
難所等となる防災拠点建築物等の耐震化を
促進するため、事業者が行う耐震診断・改
修へ補助金を交付する市に対し、補助す
る。

命を守る土砂災害対策の推進
　土砂災害から生命・財産を守るため、ハー
ド整備とソフト対策が一体となった総合的な
土砂災害対策を推進する。

1,563

407 177

◆道路維持補修
    事業　ほか

【道路管理課】

◆補助（ダム）、
　 交付金事業
　 （河川）、
　 河川災害関連費
　 河川災害復旧
   助成費　など

【河川計画課】
【河川整備課】

◆福島県建築物
　 耐震化促進事業

【建築指導課】

(1)　安全で安心できる生活環境の確保

主な事業内容 H30当初

6



（単位　百万円）

資料番号
（右下の番号）

23

24

25

26

27

28

29

(3)　思いやりにあふれたまちづくり・地域づくり

活力ある建設業への取組
　県内の建設業が地域を支える活力ある
産業となるよう、産学官が連携して、課
題解決のための様々な施策に取り組む。

12

H30当初 新規主な事業内容 H29当初
復興・
創生

(2)　ふくしまの活力を支える社会資本の整備

交流とにぎわいを支える街なかの道づくり
　良好な市街地形成を図るため、多様な機
能を有する都市内道路の整備に取り組む。

1,734

地域の生活基盤の緊急的な整備・改善
　地域の生活に密着した公共土木施設のう
ち緊急的に対応が必要なものについて、迅
速かつ的確に対応し、生活環境の安全性や
快適性、利便性のより一層の向上を図る。

1,572 1,520

10

11,473 ○

1,773

地域間の連携・交流を支え
地域力を高める道づくり
　地域間の連携交流を支える道路の整備等
により、地域の活力や安全・安心の向上を図
る。

10,895

◆福島県建設業
    振興事業

【建設産業室】

◆交付金事業
　 （道路）、
　 補助事業（道路）

【高速道路室】
【道路管理課】
【道路整備課】

事業名（取組）

エネルギー構造高度化・転換理解促進事
業
　エネルギー構造の高度化や再生可能エネ
ルギーへの転換を推進するため、県が管理
する道路消雪施設や都市公園施設に再生
可能エネルギーの導入を行う。

195 50

◆エネルギー構造
   高度化・転換理解
   促進事業

【道路管理課】
【まちづくり推進課】

◆交付金事業
　 （街路）、
　 街路事業

【まちづくり推進課】

◆生活基盤緊急
　 改善事業

【土木企画課】

県営あづま球場の改修
　2020年東京オリンピックの野球・ソフトボー
ル競技会場に決定した県営あづま球場につ
いて、競技開催を見据えた改修を実施す
る。

499 － ○

◆あづま球場改修
    事業
     （オリンピック
    関連）

【まちづくり推進課】

サイクリング魅力アップ事業
　県が整備した自転車道について、利用者
の意向を踏まえ、施設の魅力を高めるため
の案内標識や路面標示などの施設整備や
管理を行い、利便性向上を図る。

3 － ○

◆交付金事業
    （地域活性化・
   道路） 等

【道路整備課】

7



（単位　百万円）

資料番号
（右下の番号）

30

31

32

33

34

35

36

子育て世帯等への住宅取得の支援
　森林環境の保全、循環型社会の形成を図
るため、県産木材を使用して木造住宅の建
設等を行う子育て世帯等に対し、県産品等
と交換可能なポイントを交付する。

42 42

◆ふくしまの未来を
　 育む森と住まいの
　 ポイント事業

【建築指導課】

子育て世帯への住宅改修の支援
　市町村が取り組む空き家対策を支援し、
子育て世帯の居住の安定確保や人口減少
の抑制のため、子育て世帯が空き家を購入
して行う改修等に対し、補助する。

41 - ○ ○

◆福島県子育て
　 世帯空き家
　 リフォーム
　 支援事業

【建築指導課】

仮設住宅を活用した定住・二地域居住の推
進
　仮設住宅を活用して“お試し住宅”等を整
備する市町村に対し、仮設住宅を再利用す
るための解体と「建設資材」の運搬、整備す
る住宅等の「再利用設計」を提供することに
より、事業の一部を支援する。

57

多世代が同居・近居できる住まいづくりの
推進
　多世代同居・近居による子育て環境や高
齢者見守りの充実等を図るため、親世帯と
子ども世帯が同居・近居するための住宅取
得やリフォームに対し、補助する。

70 71

省エネルギー住宅への改修の促進
　住宅の省エネルギー化や高齢者等の健康
増進等を図るため、既存戸建て住宅の断熱
改修工事に対し、補助する。

110 110

◆福島県省エネ
　 ルギー住宅改修
　 補助事業

【建築指導課】

◆移住促進仮設
　 住宅提供事業

【建築住宅課】

◆来て ふくしま
　 住宅取得支援
　 事業

【建築指導課】

◆福島県多世代
　 同居・近居推進
　 事業

【建築指導課】

57

地域資源を活かした地域づくり
　地域団体・住民や市町村と連携し、地域資
源を活用した地域活性化のための仕掛けづ
くりや魅力ある地域づくりなどをｿﾌﾄ･ﾊｰﾄﾞ両
面から支援する。
  また、健康長寿ふくしまを目指し、健康増
進に結びつく事業を展開する。

○

417 548

移住・定住者への住宅取得の支援
　良質な住宅を取得する県外から県内への
移住者に対し、市町村が主体となって行う
住宅取得支援事業に対し、若年世帯や子
育て世帯への移住加算を含め、補助する。

31 31

◆元気ふくしま、
　 地域づくり交流
　 促進事業
 　（地域発見まち歩
　 き推進事業）
◆交付金（地域づく
　 り）

【まちづくり推進課】

主な事業内容 H30当初 H29当初
復興・
創生

新規 事業名（取組）
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計
画
戸
数
4
,8
90
戸
の
う
ち
、
平
成
3
0年

度
末
ま
で
に

累
計
で
4
,
7
6
7
戸

が
完
成
す
る
見
通
し
で
す
。

（
入
居
募
集
を
保
留
し
て
い
る
1
23
戸
は
、
保
留
を
解
除
次
第
、
速
や
か
に
整
備
し
ま
す
。
）

第
二
次
福
島
県
復
興
公
営
住
宅
整
備
計
画
（
平
成
2
5
年

1
2
月
策
定
）に
基
づ
き
、
県
営
と
市
町
村
営
を
合
わ
せ
て
、

全
体
で
4
,8
9
0
戸
を
整
備
し
ま
す
。

原
子
力
災
害
に
よ
り
長
期
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

方
々
の
居
住
の
安
定
を
確
保
す
る
た
め
、
県
が
復
興
公
営

住
宅
を
整
備
し
ま
す
。

ふ
く
や
ま

１

～
原
子
力
災
害
に
よ
る
避
難
者
の
た
め
の
復
興
公
営
住
宅
を
整
備
し
ま
す
～

Ⅰ
－
（
１
）
避
難
者
等
の
居
住
の
安
定
確
保

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

整
備
の
見
通
し

福
島
県
土
木
部

復
興
公
営
住
宅
の
整
備

実
施
予
定
箇
所

取
組
の
内
容

二
本
松
市
石
倉
団
地
（
H
2
9
.8
完
成
）

い
わ
き
市
平
赤
井
団
地
（
H
2
9
.9
完
成
）

広
野
町
下
北
迫
団
地
（
H
2
9
.9
完
成
）

い
わ
き
市
北
好
間
団
地
（H
30
.2
完
成
）

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
住
宅
課

主
幹

国
分

（
電
話
02
4-
52
1-
86
34

県
庁
内
線
53
34
）

合
計
：
４
,８
９
０
戸

【
15
市
町
村
】

福
島
市
：
47
5
戸

会
津
若
松
市
：
13
4戸

桑
折
町
：
64
戸

川
内
村
：2
5
戸

い
わ
き
市
：1
,7
44
戸

郡
山
市
：
5
70
戸

本
宮
市
：
61
戸

大
玉
村
：
59
戸

川
俣
町
：1
20
戸

白
河
市
：
40
戸

二
本
松
市
：
34
6
戸

田
村
市
：
18
戸

南
相
馬
市
：9
27
戸

広
野
町
：5
8
戸

三
春
町
：1
98
戸

募
集
保
留
（
地
区
未
定
）
：
5
1
戸

う
ち
、
募
集
保
留
：
7
2
戸

う
ち
、
H
3
0
整
備
：
6
0
戸

9



帰
還
者
向
け
復
興
公
営
住
宅
（
5
0
戸
）
及
び
福
島

再
生
賃
貸
住
宅
（
4
0
戸
）
が
平
成
3
1
年
度
上
半
期

に
完
成
す
る
見
通
し
で
す
。

～
大
熊
町
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
復
興
拠
点
内
に
帰
還
者
向
け
復
興
公
営
住
宅
等
を
整
備
し
ま
す
～

Ⅰ
－
（
1
）
避
難
者
等
の
居
住
の
安
定
確
保

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

帰
還
者
向
け
復
興
公
営
住
宅
等
の
整
備

原
子
力
災
害
に
よ
り
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
大
熊
町
民
の
居
住
の
安
定
確
保
及
び
避
難
指

示
解
除
区
域
に
お
け
る
新
規
転
入
者
の
定
住
を
図

り
ま
す
。

取
組
の
目
的

大
熊
町
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
、
大
川
原
地
区
の

復
興
拠
点
内
に
、
町
営
の
帰
還
者
向
け
復
興
公
営

住
宅
及
び
新
規
転
入
者
向
け
の
福
島
再
生
賃
貸

住
宅
を
、
県
が
代
行
で
整
備
し
ま
す
。

取
組
の
内
容

整
備
の
見
通
し

実
施
予
定
箇
所

２
福
島
県
土
木
部

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
住
宅
課

主
幹

遠
藤

（
電
話
02
4-
52
1-
86
34

県
庁
内
線
53
45
）

大
熊
町
復
興
整
備
計
画
図

大
川
原
地
区
一
団
地
の
復
興
再
生
拠
点
市
街
地
形
成
施
設
土
地
利
用
計
画
図

大
川
原
地
区

整
備
予
定
地

10



住
宅
の
改
修
や
建
て
替
え
を
希
望

す
る
被
災
者
や
避
難
者
の
方
に
、
被

災
地
等
で
不
足
し
て
い
る
工
務
店
・

設
計
者
・
不
動
産
業
者
等
を
紹
介
す

る
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

被
災
等
に
よ
り
居
住
困
難
と
な
っ
て

い
る
住
ま
い
の
改
修
等
を
支
援
し
、

被
災
者
等
の
生
活
再
建
や
ふ
る
さ
と

へ
の
帰
還
を
促
進
し
ま
す
。

３

～
住
宅
復
興
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
住
宅
の
改
修
等
を
支
援
し
ま
す
～

Ⅰ
-
（
１
）
避
難
者
等
の
居
住
の
安
定
確
保

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
指
導
課

主
幹

佐
瀬

（
電
話
0
24
-5
21
-7
52
2
県
庁
内
線
3
6
6
7
）

福
島
県
土
木
部

被
災
者
の
住
宅
再
建
と
ふ
る
さ
と
帰
還
の
促
進

取
組
の
内
容

登
録
事
業
者

（
工
務
店
・
設
計
者
・不
動
産
業
者
）

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

工
務
店
・
設
計
者
、
不
動
産
業
者
を
探
す
場
合

11



一
定
の
要
件
を
満
た
す
空
き
家
の
入
居
者

に
対
し
、
改
修
等
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

県
内
の
空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
・定
住
、

被
災
者
等
の
住
宅
再
建
を
推
進
し
、
本
県
の

活
性
化
・復
興
を
図
り
ま
す
。

４

～
定
住
促
進
や
住
宅
再
建
の
た
め
の
空
き
家
活
用
を
支
援
し
ま
す
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
指
導
課

主
幹

佐
瀬

（
電
話
0
24
-5
21
-7
52
2
県
庁
内
線
3
6
6
7
）

福
島
県
土
木
部

取
組
の
内
容

空
き
家

再
生

支
援

被
災
者

支
援

恒
久
住
宅

の
確
保

人
口
減

少
対
策

定
住
人
口

の
増
加

空
き
家

対
策

地
域
の

活
性
化
等

＜
空
き
家
入
居
者
＞

ﾘ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾑ
等
の
実
施

〈
市
町
村
〉

県
と

連
絡
調
整
等

被
災
者

避
難
者

県
内
へ
の

移
住
者

〈
県

〉

ﾘ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾑ
費
用
等

補
助

〈
改
修
前
〉

〈改
修
後
〉

Ⅰ
-
（
１
）
避
難
者
等
の
居
住
の
安
定
確
保

空
き
家
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
・
復
興
の
推
進

12



東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
の
生
活

再
建
を
支
援
す
る
た
め
、
住
宅
の
復
興
に
係

る
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

５

～
被
災
者
の
生
活
再
建
に
向
け
て
二
重
ロ
ー
ン
の
利
子
相
当
額
を
補
助
し
ま
す
～

Ⅰ
-
(１
)避
難
者
の
居
住
の
安
定
確
保

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

福
島
県
土
木
部

住
宅
の
二
重
ロ
ー
ン
対
策

実
施
の
状
況

１
対
象
者

半
壊
以
上
の
住
宅
被
害
を
受
け
た
方
で
、

被
災
住
宅
に
５
０
０
万
円
以
上
の
債
務
が
あ

り
、
住
宅
の
新
築
・購
入
・補
修
の
た
め
、
新

規
に
５
０
０
万
円
以
上
の
融
資
を
受
け
る
方

２
支
援
の
内
容

既
存
住
宅
ロ
ー
ン
の
５
年
間
分
の
利
子

相
当
額
を
一
括
補
助
し
ま
す
。

取
組
の
内
容

福
島
県
内
で
住
宅
を
再
建
さ
れ
る
方

実
施
予
定
箇
所

被
害
住
宅
の
債
務

５
０
０
万
円
以
上

新
規
住
宅
の
債
務

５
０
０
万
円
以
上

半
壊
以
上

二
重
ロ
ー
ン
の

発
生

住
宅
再
建

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
指
導
課

主
幹

佐
藤

（
電
話
0
2
4
-
5
2
1
-
5
7
6
4
県
庁
内
線
3
8
6
1
）

５
年
間
の
利
子

相
当
額
を
補
助
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県
民
生
活
の
基
礎
と
な
る
住
宅
の
耐
震
性
能

の
向
上
を
図
り
、
安
全
で
安
心
で
き
る
住
ま
い
・

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

６

～
地
震
災
害
に
強
い
住
ま
い
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
指
導
課

主
幹

佐
瀬

（
電
話
02
4-
52
1-
75
22

県
庁
内
線
36
67
）

福
島
県
土
木
部

○
以
下
の
事
業
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

（
補
助
対
象
は
住
民
に
対
す
る
補
助
を
行
う
市
町
村
）

①
耐
震
診
断
②
補
強
計
画
③
耐
震
改
修

取
組
の
内
容

ス
テ
ッ
プ
①

耐
震
診
断
の
実
施

ス
テ
ッ
プ
②

補
強
計
画
の
策
定

昭
和

5
6
年

5
月

3
1
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

ス
テ
ッ
プ
③

耐
震
改
修
の
実
施

現
行
耐
震
基
準
へ
の
適
合

県
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

地
域
に
お
け
る
防
災
性
の
向
上

耐 震 改 修耐 震 診 断

耐
震

性
能

不
足

Ⅰ
－
（
１
）
避
難
者
等
の
居
住
の
安
定
確
保

安
全
安
心
ふ
く
し
ま
の
家
づ
く
り
の
推
進

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

＜
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
実
施
＞

＜
耐
震
改
修
事
例
：
筋
交
い
補
強
＞

ホ
ー
ル
ダ
ウ
ン
金
物

設
置

筋
交
い

設
置

市
町
村

国
県

○
耐
震
診
断
等

技
術
者
派
遣

○
耐
震
改
修

費
用
の
補
助

＜
市
町
村
・
県
・
国
に
よ
る
補
助
＞
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帰
還
等
に
向
け
た
住
ま
い
に
関
す
る
不
安
を
払

拭
し
、
避
難
者
の
住
宅
再
建
と
ふ
る
さ
と
へ
の
帰

還
等
を
促
進
し
ま
す
。

７

～
建
物
状
況
調
査
に
よ
り
、
避
難
者
の
住
宅
再
建
や
帰
還
を
促
進
し
ま
す
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
指
導
課

主
幹

佐
瀬

（
電
話
02
4-
52
1-
75
22

県
庁
内
線
36
67
）

福
島
県
土
木
部

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

避
難
指
示
を
受
け
た
市
町
村
が
行
う
住
宅
の
建
物

状
況
調
査
（
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
）
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

取
組
の
内
容 市
町
村

国県
建
物
状
況

調
査
者
派
遣

長
年
空
き
家

活
用
可
能
な
住
宅
へ

既
存
住
宅
状
況

調
査
報
告
書

・劣
化
状
況

・修
繕
内
容

・費
用

修
繕
必
要
箇
所
は
？

劣
化
状
況
は
？

費
用
は
？

建
物
状
況
調
査

（
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
）

Ⅰ
-
（
１
）
避
難
者
等
の
居
住
の
安
定
確
保

避
難
者
の
住
宅
再
建
と
ふ
る
さ
と
帰
還
の
促
進

補
助

補
助
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・
古
磯
部
地
区
海
岸
（相
馬
市
）

・
棚
塩
地
区
海
岸
（
浪
江
町
）

・
富
岡
漁
港
（
富
岡
町
）

ほ
か


河
川
・海
岸
堤
防
の
嵩
上
げ
や
、
津

波
な
ど
で
壊
れ
に
く
い
構
造
と
す
る

こ
と
に
よ
り
、
背
後
地
の
被
害
軽
減

を
目
指
し
ま
す
。


漁
港
の
復
旧
で
は
、
被
災
し
た
施

設
の
復
旧
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
河

川
、
海
岸
施
設
、
漁
港
施
設
な
ど
の
早

期
機
能
回
復
を
図
り
、
県
民
の
安
全
で

安
心
で
き
る
生
活
を
確
保
し
ま
す
。

～
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
を
受
け
た
公
共
土
木
施
設
等
の
復
旧
を
行
い
ま
す
～

Ⅰ
ー
(2
)津
波
被
災
地
に
お
け
る
公
共
土
木
施
設
等
の
復
旧
・
復
興

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

公
共
土
木
施
設
等
の
災
害
復
旧
（
東
日
本
大
震
災
）

実
施
予
定
箇
所
の
状
況

取
組
の
内
容

【海
岸
堤
防
の
復
旧
状
況
】

棚
塩
地
区
海
岸
（浪
江
町
）

【海
岸
堤
防
の
復
旧
状
況
】

古
磯
部
地
区
海
岸
（相
馬
市
）

【漁
港
の
復
旧
状
況
】富
岡
漁
港
（富
岡
町
）

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
河
川
整
備
課

主
幹

芳
賀

（
電
話
02
4-
52
1-
76
44

県
庁
内
線
35
8
5）

港
○
湾
○
課

主
幹

猪
狩

（
電
話
02
4-
52
1-
74
98

県
庁
内
線
36
22
）

福
島
県
土
木
部

８
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津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
沿

岸
地
域
等
に
お
い
て
、
「減
災
」と
い
う
視

点
か
ら
、
防
災
機
能
が
強
化
さ
れ
た
ま
ち

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

至
亘
理

至
相
馬

○
津
波
被
災
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
等
を
支
援

す
る
道
路
整
備

・相
馬
亘
理
線

新
地
工
区

・原
町
海
老
相
馬
線

蒲
庭
工
区

等

○
津
波
被
災
地
に
お
け
る
海
岸
堤
防
や

防
災
緑
地
な
ど
の
防
災
・減
災
機
能
の

役
割
分
担
を
踏
ま
え
、
道
路
の
最
適
な

配
置
や
構
造
形
式
を
選
定
し
、
災
害
に

強
く
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
え

る
道
路
整
備
を
行
い
ま
す
。

９

～
津
波
被
災
地
等
に
お
い
て
、
複
数
の
手
法
を
組
み
合
わ
せ
た
「多
重
防
御
」に
よ
り
総
合
的
な
防
災
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
～

Ⅰ
－
（３
）
津
波
被
災
地
等
の
復
興
ま
ち
づ
く
り

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

福
島
県
土
木
部

災
害
に
強
く
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
道
路
整
備

実
施
の
状
況

取
組
の
内
容

●
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ

相
馬
亘
理
線

新
地
工
区
（新
地
町
）
整
備
状
況

住
宅
地

生
活
道
路

農
地

鉄
道

復
興
道
路

防
災
緑
地

海 岸 堤 防

相 馬 亘 理 線

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
道
路
整
備
課

主
幹

手
塚

（
電
話
02
4-
52
1
-
75
02

県
庁
内
線
35
7
0）
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・小
泉
川
（相
馬
市
）

・富
岡
川
（富
岡
町
）

ほ
か


津
波
や
高
潮
・波
浪
の
河
川

遡
上
（逆
流
）か
ら
、
浸
水
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
河
川
堤
防
を
整

備
し
ま
す
。

津
波
や
高
潮
・波
浪
の
河
川
遡

上
（逆
流
）か
ら
、
浸
水
被
害
の
軽

減
・防
止
を
図
り
ま
す
。

～
津
波
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
河
口
部
の
河
川
堤
防
を
嵩
上
げ
し
ま
す
～

Ⅰ
ー
(3
)津
波
被
災
地
の
復
興
ま
ち
づ
く
り

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

津
波
被
害
を
軽
減
す
る
河
川
堤
防
等
の
整
備

取
組
の
内
容

小
泉
川

小
泉
川
（相
馬
市
）

宇
多
川

河
川
堤
防
嵩
上
げ

ほ
場
整
備
事
業

富
岡
川
（富
岡
町
）

JR
常
磐
線

広
野
小
高
線

国
道
６
号

富
岡
川

河
川
堤
防
嵩
上
げ

富
岡
漁
港

実
施
の
状
況

実
施
予
定
箇
所

実
施
予
定
箇
所

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
河
川
整
備
課

主
幹

芳
賀

（
電
話
02
4-
52
1-
76
44

県
庁
内
線
35
8
5）

福
島
県
土
木
部

１
０
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～
津
波
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
海
岸
堤
防
の
無
堤
区
間
を
解
消
し
ま
す
。
～

Ⅰ
ー
（
３
）
津
波
被
災
地
の
復
興
ま
ち
づ
く
り

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

津
波
被
害
を
軽
減
す
る
海
岸
堤
防
等
の
整
備


被
災
の
あ
っ
た
区
間
に
堤
防
を
整
備

し
ま
す
。


樋
門
を
整
備
し
、
背
後
地
の
被
害
軽

減
を
図
り
ま
す
。

取
組
の
内
容

津
波
被
害
を
受
け
た
沿
岸
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
と
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
海
岸
堤
防

を
整
備
し
、
津
波
・高
潮
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

・井
出
地
区
海
岸
（楢
葉
町
）

・請
戸
漁
港
海
岸
（浪
江
町
）

・毛
萱
仏
浜
地
区
海
岸
（富
岡
町
）

・富
岡
漁
港
海
岸
（富
岡
町
）

ほ
か

実
施
予
定
箇
所

実
施
予
定
箇
所
の
状
況

【堤
防
の
整
備
】

井
出
地
区
海
岸
（楢
葉
町
）

堤
防
工

【堤
防
の
整
備
】

請
戸
漁
港
海
岸
（浪
江
町
）

【堤
防
の
整
備
】

井
出
地
区
海
岸
（楢
葉
町
）

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
河
川
整
備
課

主
幹

芳
賀

（
電
話
02
4-
52
1-
76
44

県
庁
内
線
35
8
5）

港
○
湾
○
課

主
幹

猪
狩

（
電
話
02
4-
52
1-
74
98

県
庁
内
線
36
22
）

福
島
県
土
木
部

１
１
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・
埓
浜
地
区
(
新
地
町
）

・
原
釜
・
尾
浜
地
区
（
相
馬
市
）

・
久
之
浜
地
区
外
４
地
区
(い

わ
き
市
)

（
津
波
発
生
時
）

（
平
常
時
）

○
津
波
の
威
力
の
低
減

○
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

○
避
難
時
間
の
確
保

○
景
観
や
環
境
の
再
生

○
漂
流
物
の
捕
捉

総
合
的
に
防
災
力
が
高
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

、
津
波
に
対
す
る
「
多
重
防
御
」
の
対
策
の
一
つ

と
し
て
、
被
害
を
軽
減
す
る
防
災
緑
地
を
整
備
し

ま
す
。

１
２

～
防
災
緑
地
を
整
備
し
、
「
多
重
防
御
」
に
よ
る
総
合
的
に
防
災
力
が
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
～

Ⅰ
－
（
３
）
津
波
被
災
地
等
の
復
興
ま
ち
づ
く
り

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

福
島
県
土
木
部

津
波
被
害
を
軽
減
す
る
防
災
緑
地
の
整
備

復
興
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ

取
組
の
効
果

実
施
予
定
箇
所

復
興
道
路

鉄 道
農
地

住
宅
地

生
活

道
路

海 岸 堤 防

防
災
緑
地

イ
メ
ー
ジ

図

実
施
の
状
況

薄
磯
地
区
防
災
緑
地
（
い
わ
き
市
）
（
H
3
0
.3
完
了
予
定
）

平
成
31
年
度
末
ま
で

の
事
業
完
了
を
目
指

し
整
備
を
進
め
ま
す
。

ら
ち
は
ま

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

主
幹

山
田

（
電
話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
8
6
8

県
庁
内
線
3
6
4
7
）
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○
平
成
２
７
年
４
月

公
園
候
補
地
を
「
双
葉
・
浪
江
両
町
に
ま
た
が
る

エ
リ
ア
」
に
決
定
（
県
）

○
平
成
２
９
年
６
月

公
園
区
域
を
都
市
計
画
決
定
（
県
）

○
平
成
２
９
年
７
月

基
本
構
想
を
策
定
（
国
）

○
平
成
２
９
年
９
月

国
営
追
悼
･祈

念
施
設
（
仮
称
）
を
浪
江
町
の
一
部

区
域
に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
閣
議
決
定
（
国
）

○
平
成
２
９
年
１
０
月
～

福
島
県
に
お
け
る
復
興
祈
念
公
園
基
本
計
画
検
討

調
査
有
識
者
委
員
会
を
開
催
（
国
）

○
平
成
３
０
年
度

用
地
取
得
(
県
)及

び
基
本
設
計
(国

・
県
)等

を
実
施

東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
へ
の
追
悼

と
鎮
魂
、
震
災
の
記
憶
と
教
訓
の
伝
承
、

復
興
へ
の
強
い
意
志
の
発
信
等
を
目
的

と
し
た
復
興
祈
念
公
園
を
整
備
し
ま
す
。

１
３

～
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
へ
の
追
悼
と
鎮
魂
等
を
目
的
と
し
た
復
興
祈
念
公
園
を
整
備
し
ま
す
～

Ⅰ
ー
（
３
）
津
波
被
災
地
等
の
復
興
ま
ち
づ
く
り

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

公
園
区
域

福
島
県
土
木
部

復
興
祈
念
公
園
の
整
備

取
組
の
経
緯

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

主
幹

山
田

（
電
話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
8
6
8

県
庁
内
線
3
6
4
7
）

前
田
川
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県
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
縦
・横
６
本
の
連
携
軸
等
の
機
能
を
強

化
し
新
た
な
県
土
を
形
成
し
ま
す
。

～
災
害
に
強
く
信
頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
り
復
興
を
支
援
し
ま
す
～

○
東
日
本
大
震
災
等
を
踏
ま
え
、
浜
通
り
や
中
通
り
を
結

ぶ
道
路
や
会
津
・
中
通
り
の
東
西
連
携
道
路
な
ど
の
整

備
・
強
化
に
よ
り
、
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
ま
す
。

○
ま
た
、
落
石
対
策
等
を
進
め
、
防
災
機
能
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
道
路
管
理
課

主
幹

野
地

（
電
話
02
4
-5
21
-7
46
8
県
庁
内
線
3
5
6
4）

道
路
整
備
課

主
幹

手
塚

（
電
話
02
4
-
52
1
-7
50
2
県
庁
内
線
35
7
0
）

取
組
の
内
容

復
興
・
創
生
を
支
援
す
る
道
路
整
備

実
施
の
状
況

●
法
面
崩
落
へ
の
対
策
例

●
復
興
・創
生
を
支
援
す
る
道
路
整
備

○
浜
通
り
と
中
通
り
を
結
び
復
興
を
支
援
す
る
道
路
整
備

・国
道
2
88
号
船
引
ﾊ
ﾞｲ
ﾊ
ﾟｽ
、
い
わ
き
石
川
線
才
鉢

等

○
会
津
・
中
通
り
に
お
け
る
東
西
連
携
道
路
の
機
能
強
化

・国
道
11
8
号
鳳
坂
峠
、
国
道
40
1号

博
士
峠

等

○
落
石
対
策

・道
路
法
面
の
落
石
危
険
箇
所
の
対
策
を
行
い
ま
す
。

実
施
予
定
箇
所

Ⅰ
－
（４
）
県
土
の
復
興
を
支
援
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
物
流
基
盤
の
整
備

落 石

至
富
岡
町車
の
す
れ
違
い
が
困
難

小
野
富
岡
線

五
枚
沢
工
区

至
小
野
町

対
策
例
：
バ
イ
パ
ス
の
整
備

法
面
崩
落
で
道
路
が
通
行
止

対
策
例
：
法
枠
工
に
よ
る
防
護

至
小
野
町

湯
川
大
町
線

湯
本
工
区

至
会
津
若
松
市

至
会
津
若
松
市

１
４
－
１

福
島
県
土
木
部
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１
４
－
２

福
島
県
土
木
部

至
富
岡
町

国
道

2
8
8
号

船
引
バ
イ
パ
ス

国
道

2
5
2
号

本
名
バ
イ
パ
ス

(橋
梁
施
工

)

浜
通
り

会
津

中
通
り

国
道
2
52
号

本
名
バ
イ
パ
ス

吉
間
田
滝
根
線

広
瀬
工
区

小
名
浜
道
路

工
事
推
進

（
平
成
3
0年
1月

工
事
着
手
）

～
中
通
り
・
浜
通
り
・
会
津
の
主
要
事
業
～

新
潟
福
島
豪
雨
で
冠
水
し
た
区
間
の
解
消

急
カ
ー
ブ
区
間
の
解
消

工
事
推
進

中
通
り
と
浜
通
り
を
連
携
す
る

道
路
の
機
能
強
化

小
名
浜
港
と
高
速
道
路
を
直
結

～
災
害
に
強
く
信
頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
り
復
興
を
支
援
し
ま
す
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

復
興
・
創
生
を
支
援
す
る
道
路
整
備

Ⅰ
－
（
４
）
県
土
の
復
興
を
支
援
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
物
流
基
盤
の
整
備

工
事
推
進

（
平
成
2
9年
10
月
ト
ン
ネ
ル
工
事
着
手
）

本
名
ト
ン
ネ
ル

本
名
橋
下
部
工
の
施
工

５
号
橋
下
部
工
の
施
工

仮
道
の
施
工

４
号
橋
下
部
工
の
施
工

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
道
路
管
理
課

主
幹

野
地

（
電
話
02
4-
52
1-
74
68

県
庁
内
線
35
64
）

道
路
整
備
課

主
幹

手
塚

（
電
話
02
4
-
52
1
-
75
02

県
庁
内
線
35
70
）
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・
小
名
浜
港
東
港
地
区
（
い
わ
き
市
）

・
相
馬
港
（新
地
町
）


特
定
貨
物
輸
入
拠
点
港
湾
に
指
定
さ
れ

た
小
名
浜
港
の
東
港
地
区
の
整
備
を
進

め
ま
す
。


企
業
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が

ら
、
地
元
関
係
団
体
と
共
に
ポ
ー
ト
セ
ー

ル
ス
活
動
を
行
い
、
港
湾
の
利
用
促
進

を
図
り
ま
す
。

取
扱
貨
物
量
の
増
加
、
船
舶
の
大
型
化
等

に
対
応
す
る
た
め
、
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

～
港
湾
整
備
を
行
い
、
地
域
産
業
の
復
興
と
国
際
物
流
を
支
援
し
ま
す
～

Ⅰ
ー
（
４
）県
土
の
復
興
を
支
援
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
物
流
基
盤
の
整
備

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

港
湾
の
整
備
と
利
用
の
促
進

実
施
予
定
箇
所
の
状
況

取
組
の
内
容

東
港
地
区
の
整
備

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
港
○
湾
○
課

主
幹

猪
狩

（
電
話
02
4-
52
1-
74
98

県
庁
内
線
36
22
）

福
島
県
土
木
部

１
５

◆
小
名
浜
港

◆
相
馬
港

東
港
地
区

東
港
地
区
の
整
備

３
号
ふ
頭
地
区

Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
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道
路
空
間
の
景
観
向
上
と
常
に
良
好
な

状
態
に
保
つ
こ
と
に
よ
り
、
安
全
・安
心
な

暮
ら
し
や
快
適
で
住
み
や
す
い
地
域
づ
く

り
を
支
援
し
ま
す
。

～
安
全
・安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
、
戦
略
的
・計
画
的
に
道
路
施
設
の
維
持
管
理
を
実
施
し
ま
す
～

取
組
の
目
的

実
施
内
容

福
島
県
土
木
部

実
施
の
状
況

取
組
の
内
容

○
道
路
の
安
全
確
保
と
交
通
需
要
に
対

処
す
る
た
め
、
路
面
、
路
側
、
構
造
物

等
の
維
持
修
繕
や
道
路
照
明
の
L
E
D
化

な
ど
を
計
画
的
・
戦
略
的
に
進
め
ま
す
。

○
適
正
な
道
路
の
維
持
管
理

・
除
草
の
効
率
化
に
取
り
組
み
、
沿
道
環
境
の
保

全
に
努
め
ま
す
。

・
舗
装
の
予
防
的
修
繕
に
取
り
組
み
、
良
好
な
路

面
状
態
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

○
道
路
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

・
経
費
や
C
O
2
の
削
減
を
図
る
た
め
、
修
繕
に
よ
る

L
E
D
照
明
へ
の
更
新
を
推
進
し
ま
す
。

【
戦
略
的
と
は
…
】

○
単
な
る
現
状
回
復
で
は
な
く
、

○
使
い
や
す
さ
(用
)、
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
こ
と
(強
)、
美
し
さ
(美
)に
配
慮
し
、

○
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
質
・
機
能
の
向
上
を
図
る

な
ど

＜
効
率
的
・効
果
的
に
舗
装
補
修
を
実
施
＞

＜
照
明
を

L
E

D
に
更
新
し
経
費
や

C
O

2
を
削
減
＞

道
路
維
持
補
修
事
業
に
よ
る
適
正
な
道
路
の
維
持
管
理

Ⅱ
－
（
１
）
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
確
保

道
路
照
明
の

L
E

D
化

長
寿
命
化
対
策
（
舗
装
補
修
）

１
６

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
道
路
管
理
課

主
幹

野
地

（
電
話
02
4
-5
21
-7
46
8
県
庁
内
線
3
5
6
4）
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
道
路
、
橋
梁
の
復
旧
を
図
り
、
生
活
道

路
の
安
全
な
通
行
を
確
保
し
ま
す
。


河
川
の
復
旧
を
図
り
、
洪
水
に
よ
る
被

害
の
軽
減
を
目
指
し
ま
す
。

平
成
29
年
7月
の
豪
雨
や
10
月
の
台
風

21
号
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
道
路
、
橋
梁
、

河
川
な
ど
公
共
土
木
施
設
の
早
期
の
機

能
回
復
を
図
り
、
県
民
の
安
全
で
安
心
で

き
る
生
活
環
境
を
確
保
し
ま
す
。
が
し

～
平
成
2
9
年
7
月
の
豪
雨
や
1
0
月
の
台
風
2
1
号
災
害
か
ら
の
公
共
土
木
施
設
等
の
復
旧
を
行
い
ま
す
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

取
組
の
内
容

・一
般
県
道

布
沢
横
田
線
（只
見
町
）

・二
級
河
川

水
無
川
（南
相
馬
市
） ほ
か

主
な
実
施
予
定
箇
所

一
般
県
道

布
沢
横
田
線
（只
見
町
）

【
平
成
２
９
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
被
災
状
況
】

実
施
予
定
箇
所
の
被
災
状
況

Ⅱ
ー
（
１
）
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
確
保

公
共
土
木
施
設
等
の
災
害
復
旧
（
平
成
２
９
年
台
風
２
１
号
災
害
等
）

二
級
河
川

水
無
川
（南
相
馬
市
）

【
台
風
２
１
号
に
よ
る
堤
防
の
被
災
状
況
】

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
道
路
管
理
課

主
幹

野
地

（
電
話
02
4-
52
1-
74
68

県
庁
内
線
35
6
4）

河
川
整
備
課

主
幹

芳
賀

（
電
話
02
4-
52
1-
76
44

県
庁
内
線
35
85
）

福
島
県
土
木
部

１
７
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
ハ
ー
ド
対
策

・逢
瀬
川
（郡
山
市
）、

・千
五
沢
ダ
ム
（石
川
町
）

・只
見
川
（只
見
町
、
金
山
町
ほ
か
）


ソ
フ
ト
対
策
（洪
水
浸
水
想
定
区
域
）

・阿
武
隈
川
（玉
川
村
～
西
郷
村
）


洪
水
氾
濫
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
と
し
て
、
河

川
や
ダ
ム
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。


「住
民
目
線
の
ソ
フ
ト
対
策
」と
し
て
、
想
定
さ

れ
る
最
大
規
模
の
降
雨
に
係
る
洪
水
浸
水

想
定
区
域
を
作
成
し
ま
す
。

～
「
洪
水
氾
濫
を
未
然
に
防
ぐ
ハ
ー
ド
対
策
」
と
「住
民
目
線
の
ソ
フ
ト
対
策
」を
一
体
的
・
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
～

Ⅱ
ー
（
１
）
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
確
保

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

実
施
予
定
箇
所

洪
水
氾
濫
を
未
然
に
防
ぐ
ハ
ー
ド
対
策
と
住
民
目
線
の
ソ
フ
ト
対
策
の
推
進

実
施
予
定
箇
所
の
状
況
、
実
施
内
容

取
組
の
内
容

大
規
模
氾
濫
に
対
す
る
減
災
の
た
め
、
ハ
ー

ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
の
両
輪
に
よ
り
治
水
対
策

を
実
施
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

千
五
沢
ダ
ム
（石
川
町
）

【整
備
状
況
】

洪
水
吐
き
掘
削
状
況

逢
瀬
川
（郡
山
市
）

【出
水
状
況
（S
61
.8
月
）】

洪
水
氾
濫
を
防
ぐ
た
め
の
河
川
整
備
を
推
進

洪
水
浸
水
想
定
区
域

（
例
：
阿
武
隈
川
(直
轄
管
理
区
間
）
）

◆
ハ
ー
ド
対
策

◆
ソ
フ
ト
対
策

逢
瀬
川

阿
武
隈
川

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
河
川
整
備
課

主
幹

芳
賀

（
電
話
02
4-
52
1-
76
44

県
庁
内
線
35
85
）

福
島
県
土
木
部

１
８

出
典
:水
防
災
意
識
社
会
再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン

紹
介
映
像
/東
北
地
方
整
備
局
河
川
部

洪
水
吐
き

千
五
沢
ダ
ム
完
成
イ
メ
ー
ジ
図
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適
正
な
維
持
管
理
に
よ
り
、
洪
水
・高
波
・
土
砂

崩
れ
な
ど
に
よ
る
災
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し

ま
す
。

ま
た
、
既
存
施
設
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
予

防
保
全
を
重
視
し
た
計
画
的
な
維
持
管
理
を
行
い

ま
す
。

～
河
川
等
の
公
共
施
設
を
適
正
に
維
持
管
理
し
、
生
活
の
安
全
・
安
心
を
守
り
ま
す
～

Ⅱ
ー
（
１
）
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
確
保

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

河
川
・
海
岸
な
ど
の
適
正
な
維
持
管
理
に
よ
る
安
全
・
安
心
の
確
保

実
施
予
定
箇
所
の
状
況

取
組
の
内
容

定
期
的
に
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
や
巡
視
を
行
い
ま
す
。

巡
視
結
果
に
よ
り
、
異
常
が
確
認
さ
れ
た
河
川
に
つ

い
て
、
河
道
内
に
堆
積
し
た
土
砂
を
撤
去
し
、
地
域

住
民
の
生
活
の
安
全
・
安
心
に
努
め
ま
す
。

◆
河
川
・砂
防
施
設
等
の
維
持
管
理

空
港
除
雪
事
業

◆
港
湾
・漁
港
施
設
の
維
持
管
理

補
修
後

補
修
前

防
舷
材
（
接
岸
時
の

衝
撃
緩
衝
材
）
補
修

◆
福
島
空
港
の
維
持
管
理

①
河
川
：
4
9
1
河
川
、
延
長
4
,6
4
1
.9
km
、
1
0
ダ
ム

②
海
岸
：
9
1
地
区
海
岸
、
延
長
1
4
6
.6
km

③
砂
防
：
砂
防
関
係
指
定
地
2
,0
4
8
箇
所

④
港
湾
・
漁
港
：
7
港
湾
、
1
0
漁
港

⑤
空
港
：
福
島
空
港

実
施
予
定
箇
所

河
川
内
に
堆
積
し
た

土
砂
の
除
去

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
河
川
計
画
課

副
課
長

中
村

（
電
話
02
4-
52
1-
74
99

県
庁
内
線
36
05
）

福
島
県
土
木
部

１
９

新
川
（い
わ
き
市
）
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
ハ
ー
ド
対
策

・
搦
町
地
区
（
い
わ
き
市
）

・
湯
上
沢
（喜
多
方
市
）

ほ
か


ソ
フ
ト
対
策

・土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定

（福
島
市

ほ
か
）


被
災
箇
所
の
再
度
災
害
防
止
や
要
配
慮

者
利
用
施
設
等
を
保
全
す
る
た
め
、
砂
防

え
ん
堤
等
の
施
設
を
整
備
し
ま
す
。


土
砂
災
害
危
険
箇
所
を
調
査
し
、
土
砂
災

害
防
止
法
に
基
づ
く
土
砂
災
害
警
戒
区
域

等
の
指
定
を
推
進
し
ま
す
。

土
砂
災
害
か
ら
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

ハ
ー
ド
整
備
と
ソ
フ
ト
対
策
が
一
体
と
な
っ
た

総
合
的
な
土
砂
災
害
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

～
頻
発
す
る
土
砂
災
害
に
備
え
る
た
め
、
ハ
ー
ド
整
備
と
ソ
フ
ト
対
策
が
一
体
と
な
っ
た
土
砂
災
害
対
策
を
推
進
し
ま
す
～

Ⅱ
ー
（
１
）
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
確
保

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

命
を
守
る
土
砂
災
害
対
策
の
推
進

取
組
の
内
容

搦
町
地
区

か
ら
め
ま
ち

か
ら
め
ま
ち

ゆ
の
か
み
さ
わ

：実
施
予
定
箇
所

が
け
崩
れ
防
止
の
た
め
、

法
面
工
事
を
行
い
ま
す
。

土
石
流
防
止
の
た
め
、
砂
防

え
ん
堤
を
整
備
し
ま
す
。

併
せ
て
、
流
木
止
め
も
設
置

し
ま
す
。

流
木
止
め

湯
上
沢

ゆ
の
か
み
さ
わ

土
砂
災
害
警
戒

区
域
等
の
指
定
に

あ
た
っ
て
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

工
事
済
箇
所

◆
ソ
フ
ト
対
策

説
明
会
の
状
況

実
施
予
定
箇
所
の
状
況

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
砂
防
課

主
幹
兼
副
課
長

鈴
木

（
電
話
02
4-
52
1-
74
91

県
庁
内
線
36
11
）

福
島
県
土
木
部

２
０

◆
ハ
ー
ド
対
策
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・
あ
づ
ま
総
合
運
動
公
園
（福
島
市
）

・
東
ヶ
丘
公
園
（南
相
馬
市
）

・い
わ
き
公
園
（
い
わ
き
市
）

○
老
朽
化
し
た
体
育
館
な
ど
の
運
動
施
設
の

機
能
維
持
と
改
善
を
図
る
た
め
、
施
設
の

更
新
を
し
ま
す
。

○
安
全
な
歩
行
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
木
橋
な
ど
を
更
新
し
ま
す
。

公
園
利
用
者
の
安
全
・安
心
を
確
保
す

る
た
め
、
老
朽
化
し
た
公
園
施
設
の
更
新

を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

２
１

～
都
市
公
園
の
適
切
な
管
理
を
行
い
、
快
適
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
を
守
り
ま
す
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

福
島
県
土
木
部

実
施
の
状
況

取
組
の
内
容

県
営
あ
づ
ま
総
合
体
育
館
(福
島
市
）＜
設
備
更
新
＞

(H
29

空
調
設
備
更
新
、
自
動
火
災
報
知
設
備
更
新
)

Ⅱ
－
（
１
）
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
確
保

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
快
適
で
安
全
安
心
な
生
活
空
間
の
創
出

実
施
予
定
箇
所
の
状
況

東
ヶ
丘
公
園
(南
相
馬
市
）＜
木
橋
更
新
＞

老
朽
化
し
た
木
橋
を
更
新
し
、
安
全

な
歩
行
空
間
を
確
保
し
ま
す

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

主
幹

大
竹

（
電
話
0
2
4
-
5
2
1
-
8
3
7
2
県
庁
内
線
3
6
3
8
）
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耐
震
診
断
・
改
修
へ
補
助
金
を
交
付
す
る
市
に
対
し
、
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

１
補
助
対
象
建
築
物

昭
和
5
6
年
5
月
以
前
に
建
築
し
た
民
間
の
建
築
物
で
、
以
下
の

要
件
に
該
当
す
る
も
の
。

（
１
）
不
特
定
多
数
が
利
用
又
は
利
用
者
の
避
難
に
配
慮
を

要
す
る
大
規
模
建
築
物

病
院
、
店
舗
、
旅
館
、
学
校
、
老
人
ホ
ー
ム

等
（
２
）
被
災
時
に
避
難
所
等
と
し
て
利
用
さ
れ
る
防
災
拠
点
建
築
物

（
３
）
震
災
時
に
倒
壊
し
道
路
を
塞
ぐ
お
そ
れ
が
あ
る

緊
急
輸
送
路
沿
道
建
築
物

２
補
助
対
象
経
費

補
助
対
象
は
以
下
の
費
用
。

（
１
）
耐
震
診
断

（
２
）
耐
震
改
修
設
計

（
３
）
耐
震
改
修
工
事

法
に
よ
り
耐
震
診
断
が
義
務
付
け
ら
れ
た
不
特
定
多
数
の
者
が

利
用
す
る
大
規
模
建
築
物
、
災
害
時
の
避
難
所
等
と
な
る
防
災
拠

点
建
築
物
等
の
耐
震
化
を
促
進
し
ま
す
。

２
２

取
組
の
目
的

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
指
導
課

主
幹

佐
瀬

（
電
話
02
4-
52
1-
75
22

県
庁
内
線
36
67
）

福
島
県
土
木
部

～
対
象
建
築
物
の
耐
震
化
を
支
援
し
ま
す
～

Ⅱ
-
(1
)安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
確
保

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

民
間
の
大
規
模
建
築
物
等
の
耐
震
化
の
促
進

取
組
の
内
容

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

耐
震
診
断

耐
震
診
断
結
果
の
報
告

県
に
よ
る
公
表

民
間
の
大
規
模
建
築
物
・
防
災
拠
点
建
築
物

・
緊
急
輸
送
路
沿
道
建
築
物

耐
震
改
修

設
計

耐
震
改
修

工
事

ま
ず
は
建
物
等
の

強
度
を
調
査
し
て

県
に
報
告

建
物
を
ど
う

補
強
す
る
か

建
築
士
が

計
画
・
設
計

設
計
の
と
お
り

耐
震
改
修

工
事
を
施
工

補
助

対
象

補
助

対
象

補
助

対
象

耐
震
・
防
災
性
の
向
上
、
県
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

【
効
果
】
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○
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
を
図
る
た
め
、
情
報
共
有
、
現

行
施
策
の
検
証
・
改
善
、
新
た
な
施
策
の
創
出
・
提
案
を
行
う
、

建
設
業
産
学
官
連
携
協
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
企
業
合
併
や
企
業
再
編
な
ど
に
よ
り
経
営
の
安
定
及
び
強
化
に

取
り
組
む
建
設
企
業
を
支
援
し
ま
す
。

○
子
ど
も
た
ち
に
建
設
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
小
学
生
を

対
象
と
し
た
建
設
現
場
見
学
会
を
開
き
ま
す
。

○
建
設
業
従
事
者
の
処
遇
改
善
の
促
進
を
図
る
た
め
、
現
場
で
の

誰
も
が
快
適
に
利
用
で
き
る
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
を
支
援
し
ま
す
。

平
成
２
３
年
の
東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
災
害

に
よ
り
県
内
の
建
設
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
、
復
興
・
創
生
期
間
終
了
後
は
建
設
業
に
と
っ
て

よ
り
厳
し
い
環
境
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

地
域
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
県
内
建
設
業
を
持

続
発
展
可
能
な
活
力
あ
る
産
業
と
し
て
い
く
た
め
、
産

学
官
関
係
機
関
が
連
携
し
て
、
課
題
解
決
に
向
け
た

様
々
な
施
策
を
進
め
ま
す
。

～
産
学
官
が
一
体
と
な
り
連
携
し
て
課
題
解
決
の
た
め
の
施
策
を
進
め
ま
す
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
設
産
業
室

室
長

木
村

（
電
話
02
4-
52
1-
78
84

県
庁
内
線
35
51
）

福
島
県
土
木
部

２
３

地
域
を
支
え
る
活
力
あ
る
建
設
業
に
す
る
た
め
に

取
組
の
内
容

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

産

官
学

＜
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
展
開
＞

産
学
官
連
携
協
議
会
、
現
場
見
学
会
、

快
適
ト
イ
レ
な
ど
、
課
題
解
決

の
た
め
の
施
策
を
進
め
ま
す

産
学
官
で
意
見
交

換
や
情
報
共
有
を

行
い
ま
す

よ
り

効
果
的
な

施
策

産
学
官
の
連
携
・

協
働
を
進
め
ま
す

・
建
設
業
界
の
取
組

・
大
学
等
教
育
機
関
の
取
組

・
県
の
取
組

Ⅱ
―
（
2
）
ふ
く
し
ま
の
活
力
を
支
え
る
社
会
資
本
の
整
備
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小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

○
広
域
的
な
連
携
・
交
流
を
支
え
る
道
路
整
備

・
会
津
縦
貫
北
道
路

若
松
北
バ
イ
パ
ス

等
○
地
域
間
の
連
携
・
交
流
を
支
え
る
道
路
整
備

・
国
道
３
５
２
号

中
山
峠

等
○
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
歩
道
等
の
整
備

・
棚
倉
矢
吹
線

平
名
塚

等
○
計
画
的
・
戦
略
的
な
道
路
施
設
の
長
寿
命
化
対
策

・
福
島
県
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
橋
梁
修
繕

○
広
域
的
な
連
携
・交
流
を
支
え
県
土
の

活
力
を
高
め
る
道
づ
く
り

○
地
域
間
の
連
携
・
交
流
を
支
え
地
域
力

を
高
め
る
道
づ
く
り

○
歩
道
整
備
等
に
よ
る
安
全
・安
心
な
暮

ら
し
を
支
え
る
道
づ
く
り

○
福
島
県
長
寿
命
化
計
画
等
に
基
づ
く
、

予
防
保
全
を
基
本
と
し
た
計
画
的
・戦
略

的
な
道
路
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
等

広
域
的
な
連
携
・交
流
を
支
え
る
た
め
、

災
害
に
強
い
強
靱
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
ま
す
。

２
４

～
県
土
の
活
力
を
高
め
る
道
づ
く
り
を
進
め
ま
す
～

Ⅱ
―
（
2
）
ふ
く
し
ま
の
活
力
を
支
え
る
社
会
資
本
の
整
備

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

福
島
県
土
木
部

実
施
の
状
況

取
組
の
内
容

地
域
間
の
連
携
・
交
流
を
支
え
地
域
力
を
高
め
る
道
づ
く
り

至
新
潟
県

至
喜
多
方
市

＜
会
津
縦
貫
北
道
路

若
松
北
Ｂ
Ｐ
現
道
部

混
雑
状
況
＞

＜
会
津
縦
貫
北
道
路

４
工
区
供
用
区
間
＞

現
道
状
況

整
備
状
況 会
津
若
松
北
ＩＣ

国
道
４
９
号
観
音
前
交
差
点

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
高
速
道
路
室

主
幹

加
藤

（
電
話
02
4
-5
21
-7
47
8
県
庁
内
線
35
75
）

道
路
管
理
課

主
幹

野
地

（
電
話
02
4
-5
21
-7
46
8
県
庁
内
線
35
64
）

道
路
整
備
課

主
幹

手
塚

（
電
話
02
4
-5
21
-7
50
2
県
庁
内
線
35
70
）
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・
中
央
線
外
１
線
（
伊
達
市
）

・
東
部
幹
線
外
１
線
（
郡
山
市
）

・
白
河
駅
白
坂
線
（
白
河
市
）

・
藤
室
鍛
治
屋
敷
線
（
会
津
若
松
市
）

ほ
か

○
交
通
渋
滞
の
解
消
、
交
通
結
節
点
へ
の

ア
ク
セ
ス
強
化
、
歩
行
者
等
の
交
通
安
全

の
確
保
な
ど
の
た
め
、
街
路
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

○
災
害
時
の
避
難
路
確
保
な
ど
の
た
め
、

電
線
の
地
中
化
を
推
進
し
、
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
な
ど
と
連
携
し
、

都
市
の
防
災
性
の
向
上
や
少
子
高
齢
化

な
ど
地
域
が
抱
え
る
諸
課
題
に
対
応
し
た

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、

街
路
整
備
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

～
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
街
路
を
整
備
し
、
快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
～

Ⅱ
ｰ
（
２
）
ふ
く
し
ま
の
活
力
を
支
え
る
社
会
資
本
の
整
備

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

福
島
県
土
木
部

交
流
と
に
ぎ
わ
い
を
支
え
る
街
な
か
の
道
づ
く
り

実
施
の
状
況

取
組
の
内
容

←
須
賀
川
駅
並
木
町
線

（須
賀
川
市
）

（H
29
.6
完
了
）

２
５

東
部
幹
線
外
１
線

行
健
小
学
校

R
2
88

（
現
）
荒
井
郡
山
線

R
2
88

至
福
島

荒
井
郡
山
線

至
郡
山
駅

東
部
幹
線

→
（郡
山
市
）

概
要
図

市
施
行行

健
中
学
校

奥
羽
大
学

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

主
幹

大
竹

（
電
話
0
2
4
-
5
2
1
-
8
3
7
2
県
庁
内
線
3
6
3
8
）
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日
常
で
支
障
と
な
っ
て
い
る
様
々
な
問
題
・

課
題
に
対
し
て
迅
速
な
解
決
を
図
り
ま
す
。

○
お
年
寄
り
の
方
も
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
歩
道
の
段
差
解
消
や
転
落
防
護
柵
の
設

置
等

○
通
勤
・
通
学
者
が
利
用
し
や
す
い
、
安
全
で

快
適
な
道
路
整
備
や
歩
道
整
備

○
そ
の
他
、
地
域
要
望
が
強
い
、
生
活
に
密

着
し
た
人
家
連
担
地
区
の
道
路
排
水
処
理

や
河
川
の
堆
砂
除
去
な
ど
、
小
規
模
な
整

備
や
改
善

等

地
域
住
民
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、
緊

急
的
な
対
応
を
要
す
る
道
路
や
河
川
な

ど
の
身
近
な
生
活
基
盤
の
改
善
を
進
め

ま
す
。

～
地
域
に
密
着
し
た
生
活
基
盤
の
安
全
性
・
快
適
性
・
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
土
木
企
画
課

主
幹

青
木

（
電
話
02
4-
52
1-
78
69

県
庁
内
線
35
99
）

福
島
県
土
木
部

２
６

地
域
の
生
活
基
盤
の
緊
急
的
な
整
備
・
改
善

取
組
の
内
容

実
施
の
状
況

Ⅱ
―
（
3
）
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

○
道
路
の
路
肩
を
広
く
し
、
安
全
な
歩
行
空
間
を
確
保
し
ま
し
た
。

○
河
川
に
堆
積
し
た
土
砂
を
除
去
し
、
水
害
の
リ
ス
ク
を
低
減

し
ま
し
た
。

工
事
後

工
事
後

工
事
前

工
事
前
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・
観
光
誘
客
の
促
進

・
県
民
の
健
康
増
進

■
魅
力
向
上
の
た
め
の
施
設
整
備

・
案
内
標
識

（
平
易
な
コ
ー
ス
案
内
，
周
辺
観
光
地
の
案
内
）

・
誘
導
路
面
表
示

（
コ
ー
ス
誘
導
、
距
離
表
示
）

・
自
転
車
道
の
利
活
用
促
進

→
自
転
車
道
の
周
知

→
自
転
車
道
の
利
用
者
の
増
加

～
様
々
な
事
業
と
連
携
し
、
施
設
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
観
光
誘
客
の
促
進
・
県
民
の
健
康
増
進
を
図
り
ま
す
～

Ⅱ
－
（
３
）
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

取
組
の
目
的

効
果

福
島
県
土
木
部

取
組
イ
メ
ー
ジ

取
組
の
内
容

サ
イ
ク
リ
ン
グ
魅
力
ア
ッ
プ
事
業

至
空
港

○
自
転
車
道
周
辺
に
は
、
「
道
の
駅
」
を
は
じ
め
観
光

資
源
や
原
風
景
が
多
く
存
在
す
る

○
国
内
外
旅
行
者
の
体
験
型
ツ
ア
ー
が
人
気
化
し
、
健
康

増
進
気
運
も
高
ま
っ
て
い
る

○
県
内
の
大
規
模
自
転
車
道
に
つ
い
て
は
、
整
備
は
進
ん
で
い

る
が
利
活
用
の
向
上
が
課
題

背
景
・
課
題

２
７

既
存
自
転
車
道

魅
力
向
上
の
た
め
の
施
設
整
備

連
携

連
携

情
報
発
信

自
転
車
提
供

情
報
発
信

道
の
駅
で
の

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

外
国
人
体
験
型
ツ
ア
ー

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
道
路
整
備
課

主
幹

手
塚

（
電
話
02
4
-5
21
-
75
02

県
庁
内
線
35
70
）
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○
「
道
路
敷
」
や
「
都
市
公
園
」
に
お
い
て
、
太
陽
光

や
地
下
水
熱
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
た
施
設
を
設
置
し
、
維
持
管
理
費
の
削
減
を

図
り
ま
す
。

○
観
光
客
や
公
園
利
用
者
、
地
域
住
民
な
ど
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
構
造
転
換
の
取
組
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
施
設
の
整

備
を
行
い
、
原
子
力
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の

転
換
に
向
け
て
、
地
域
住
民
な
ど
の
理
解
を
促
進

し
ま
す
。

～
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
転
換
へ
の
理
解
促
進
の
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
施
設
を
整
備
し
ま
す
～

Ⅱ
－
（３
）
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
・地
域
づ
く
り

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

福
島
県
土
木
部

取
組
の
内
容

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度
化
･
転
換
理
解
促
進
事
業 至

空
港

２
８

○
地
中
熱
を
活
用
し
た
道
路
融
雪
事
業

・
国
道
２
５
２
号

七
日
町
工
区
【
七
日
町
通
り
】

【
事
業
内
容
】
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
小
さ
い

、
地
下
水
熱
を
利
用
し
た
無
散
水
消
雪
工
を
行
い
ま
す
。

七
日
町
通
り

冬
期
交
通
状
況

○
太
陽
光
を
活
用
し
た
発
電
事
業

・
あ
づ
ま
総
合
運
動
公
園

【
県
営
あ
づ
ま
総
合
体
育
館
】

【
事
業
内
容
】
県
営
あ
づ
ま
総
合
体
育
館
の
屋
根
に
、
太
陽
光
発
電

設
備
を
導
入
し
ま
す
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
道
路
管
理
課

主
幹

野
地

（
電
話
02
4-
52
1
-7
46
8
県
庁
内
線
3
5
64
）

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

主
幹

大
竹

（
電
話
0
2
4
-
5
2
1
-
8
3
7
2
県
庁
内
線
3
6
3
8
）
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あ
づ
ま
総
合
運
動
公
園
（福
島
市
）

県
営
あ
づ
ま
球
場

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
化

○
各
種
運
営
室
の
改
修

○
車
い
す
用
昇
降
設
備
の
設
置

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
設
備
の
改
修

等

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
野
球
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
開
催
に
向
け
、
必
要

な
改
修
を
行
い
ま
す
。

～
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
野
球
・ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
開
催
を
見
据
え
た
改
修
を
行
い
ま
す
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

実
施
予
定
箇
所
の
状
況

取
組
の
内
容

【現
在
】

【改
修
イ
メ
ー
ジ
】

Ⅱ
－
（３
）
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
・地
域
づ
く
り

県
営
あ
づ
ま
球
場
の
改
修

２
９

福
島
県
土
木
部

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

主
幹

山
田

（
電
話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
8
6
8

県
庁
内
線
3
6
4
7
）
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３
０

～
地
域
活
性
化
の
た
め
の
仕
掛
け
づ
く
り
と
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
支
援
～

Ⅱ
－
（
３
）
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

福
島
県
土
木
部

地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

・
本
町
周
辺
地
区
（
白
河
市
）

・
花
園
地
区
（
棚
倉
町
）

・
布
沢
地
区
（
只
見
町
）

・
田
母
神
地
区
（
郡
山
市
）

ほ
か

○
文
化
や
伝
統
、
歴
史
的
街
並
み
な
ど
を
生
か
し

た
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
観
光
資
源
の
活
用
や
広
域
的
連
携
に
よ
る
交
流

人
口
拡
大
を
図
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
自
然
と
の
共
生
や
環
境
の
保
全
、
良
好
な
景
観

形
成
等
を
テ
ー
マ
に
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

○
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
歩
い
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
「
ふ
く
し
ま
健
民
ア
プ
リ
」
と
連
携
し
、
史
跡

等
を
紹
介
す
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
歩
道
に
設
置
し

、
ア
プ
リ
か
ら
読
み
取
っ
た
ま
ち
歩
き
ル
ー
ト

を
展
開
す
る
こ
と
で
、
県
民
の
健
康
増
進
を
図

り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
各
主
体
と
連
携
し
、
社
会
資
本

整
備
を
通
し
て
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
仕
掛
け

づ
く
り
や
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
な
ど
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
両
面
か
ら
支
援
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

実
施
の
状
況

取
組
の
内
容

花
園
し
だ
れ
桜
を
活
用
し
た

ﾎ
ﾟ
ｹ
ｯ
ﾄ
ﾊ
ﾟ
ｰ
ｸ
整
備
（
棚
倉
町
）

早
渡
地
区

（小
野
町
・夏
井
川
）

親
水
施
設
整
備

（H
29
.6
完
了
）

地
域
の
方
と
の
協
働
に

よ
る
旧
街
道
修
繕

（三
島
町
他
）

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

主
幹

大
竹

（
電
話
0
2
4
-
5
2
1
-
8
3
7
2
県
庁
内
線
3
6
3
8
）
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１
市
町
村
が
策
定
し
た
活
用
計
画
に
基
づ
き
、

条
件
の
整
っ
た
箇
所
か
ら
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

２
“
お
試
し
住
宅
”
等
の
再
利
用
設
計
を
作

成
し
、
市
町
村
へ
提
供
し
ま
す
。

３
仮
設
住
宅
の
解
体
・
資
材
の
運
搬
を
行
い

ま
す
。
（
上
記
市
町
村
に
は
、
用
地
確
保

や
再
築
、
道
路
・
水
道
等
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

○
移
住
希
望
す
る
方
が
、
県
内
に
長
期
滞
在
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
の
良
さ
を
実
感
で

き
る
と
と
も
に
地
域
住
民
と
の
融
和
が
図
ら

れ
ま
す
。

○
仮
設
住
宅
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
市
町
村
が

実
施
す
る
低
価
格
・
低
投
資
か
つ
環
境
に
や

さ
し
い
“
お
試
し
住
宅
”
等
の
整
備
を
支
援

し
ま
す
。

～
仮
設
住
宅
を
再
利
用
し
た
“お
試
し
住
宅
”
等
を
整
備
す
る
市
町
村
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
～

Ⅱ
－
（
３
）
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

仮
設
住
宅
を
活
用
し
た
移
住
・
二
地
域
居
住
の
推
進

取
組
の
内
容

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

仮
設
住
宅
（
現
況
）

移
築
（
仮
設
）
後
（
イ
メ
ー
ジ
）

市
町
村

県

移
住
希
望
者

解
体
団
地
の
情
報
提
供

再
利
用
設
計
の
提
供

活
用
の
有
無
照
会

活
用
の
検
討
・
提
案

“
お
試
し
住
宅
”等

の
発
注

選
定
・
決
定

解
体
工
事
の
発
注

・
資
材
の
運
搬

建
設
工
事
完
了

運
用
・
管
理
開
始

福
島
県
土
木
部

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
住
宅
課

主
幹

榊
枝

（
電
話
0
2
4
-
5
2
1
-
8
6
6
8
県
庁
内
線
5
3
2
8
）

３
１
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親
世
帯
と
子
ど
も
世
帯
が
同
居
又
は
近
居
す
る
た
め
の

新
築
・
中
古
住
宅
の
取
得
、
二
世
帯
住
宅
へ
の
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
交
付
対
象
】

①
自
ら
同
居
・近
居
す
る
た
め
の
住
宅
取
得
（新
築
・中
古
住
宅
）

②
同
居
す
る
た
め
の
二
世
帯
住
宅
へ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

多
世
代
同
居
・
近
居
に
よ
る
子
育
て
環
境
の
確

保
や
高
齢
者
見
守
り
の
充
実
等
を
支
援
し
ま
す
。

↓

○
子
育
て
支
援

○
高
齢
者
見
守
り
・
介
護
支
援

○
女
性
の
就
労
支
援

等

３
２

～
多
世
代
同
居
・
近
居
に
よ
る
子
育
て
環
境
の
確
保
等
を
支
援
し
ま
す
～

Ⅱ
－
（
３
）
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
指
導
課

主
幹

佐
瀬

（
電
話
0
24
-5
21
-7
52
2
県
庁
内
線
3
6
6
7
）

福
島
県
土
木
部

多
世
代
が
同
居
･近

居
で
き
る
住
ま
い
づ
く
り
の
推
進

取
組
の
内
容

主
な

事
業

効
果

２
㎞
圏
内

○
祖
父
母
に
よ
る
子
育
て
支
援

○
若
年
世
帯
に
よ
る

高
齢
者
見
守
り
・
介
護
支
援

○
定
住
の
促
進

○
女
性
の
就
労
支
援

○
中
古
住
宅
市
場
の
活
性
化

事
業
目
的
・
効
果

多
世
代
の
同
居
・
近
居
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既
存
戸
建
住
宅
の
断
熱
改
修
工
事
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
部
位
】

壁
、
屋
根
（天
井
）
、
床
（基
礎
）
又
は
窓

３
３

～
既
存
戸
建
住
宅
の
断
熱
改
修
を
支
援
し
ま
す
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
指
導
課

主
幹

佐
瀬

（
電
話
02
4-
52
1-
75
22

県
庁
内
線
36
6
7）

福
島
県
土
木
部

取
組
の
内
容

住
宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や
住
環
境
向
上
に
よ

る
高
齢
者
等
の
健
康
増
進
等
を
図
る
た
め
、
既
存
戸

建
住
宅
の
断
熱
改
修
を
支
援
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

改
修
前

改
修
後

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
低
減
等

【
断
熱
改
修
工
事
の
実
施
】

屋
根
（
天
井
）

窓

外
壁

床
（
基
礎
）

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

〈
断
熱
改
修
の
イ
メ
ー
ジ
〉

【
効
果
】

Ⅱ
-
（
3
）
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
へ
の
改
修
の
促
進
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良
質
な
住
宅
取
得
を
行
う
県
外
か
ら
県
内
へ
の
移
住
者
を
対
象

に
、
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
行
う
住
宅

取
得
支
援
事
業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
補
助
要
件
】

○
住
宅
の
面
積
、
定
住
期
間
な
ど

（
必
須
要
件
）

市
町
村
事
業
が
下
記
要
件
を
満
た
す
場
合
、
補
助
金
を
加
算
。

①
世
帯
主
等
の
要
件
を
設
定
（子
育
て
世
帯
、
年
齢
等
）

②
就
業
等
へ
の
支
援
策
と
連
携
（起
業
支
援
、
企
業
誘
致
）

③
地
域
活
性
化
に
寄
与
（地
域
工
務
店
・
地
域
材
の
活
用
）

県
外
か
ら
県
内
へ
の
移
住
・
定
住
の

促
進
と
と
も
に
、
若
年
世
帯
・子
育
て
世

帯
の
支
援
や
就
業
・
就
学
支
援
、
地
域

活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。

３
４

～
良
質
な
住
宅
取
得
へ
の
支
援
を
通
じ
て
県
外
か
ら
の
移
住
・
定
住
を
促
進
し
ま
す
～

Ⅱ
－
（
３
）
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
指
導
課

主
幹

佐
瀬

（
電
話
0
24
-5
21
-7
52
2
県
庁
内
線
3
6
6
7
）

福
島
県
土
木
部

移
住
・
定
住
者
へ
の
住
宅
取
得
の
支
援

取
組
の
内
容

○
人
口
減
少
対
策

○
少
子
高
齢
化
対
策

○
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成

○
地
域
活
性
化

事
業
目
的
・
効
果

定
住
・
移
住
の
促
進
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県
内
の
子
育
て
世
帯
が
空
き
家
を
取
得
し
て
行
う

改
修
工
事
等
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

市
町
村
が
取
り
組
む
空
き
家
対
策
と
連
携

し
、
人
口
減
少
を
抑
制
す
る
視
点
か
ら
、

子
育
て
世
帯
の
居
住
の
安
定
確
保
を
図
り
ま

す
。

３
５

～
空
き
家
を
活
用
し
た
良
好
な
子
育
て
環
境
の
確
保
を
支
援
し
ま
す
～

Ⅱ
－
（
３
）
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
指
導
課

主
幹

佐
瀬

（
電
話
0
24
-5
21
-7
52
2
県
庁
内
線
3
6
6
7
）

福
島
県
土
木
部

子
育
て
世
帯
へ
の
住
宅
改
修
の
支
援

取
組
の
内
容

市
町
村
の

空
き
家
バ
ン
ク
等

を
活
用

〈
県

〉
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
等

補
助

空
き
家
を

取
得

リ
フ
ォ
ー
ム
等

の
実
施

「
賃
貸
住
宅
居
住
」

子
育
て
世
帯

県
内
の

子
育
て
世
帯
支
援

市
町
村
空
家
対
策

支
援

人
口
減
少
抑
制

○
空
き
家
の
有
効
活
用
に
よ
る
居
住
環
境
の
改
善

○
子
育
て
し
や
す
い
居
住
環
境
の
形
成

課
題
へ
の

一
体
的
取
組
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県
産
木
材
を
使
用
し
て
、
県
内
の
住
宅
生

産
事
業
者
が
施
工
す
る
木
造
住
宅
の
建
築

主
に
県
産
品
等
と
交
換
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を

交
付
し
ま
す
。

３
６

～
ふ
く
し
ま
の
木
を
つ
か
っ
た
地
産
地
消
の
家
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
～

福
島
県
土
木
部

取
組
の
内
容

県
産
木
材
を
活
用
し
た
住
宅
建
設
を
支
援

し
、
森
林
環
境
の
保
全
と
再
生
、
地
域
住
宅

産
業
の
活
性
化
、
被
災
者
等
の
住
宅
再
建
を

図
り
ま
す
。

取
組
の
目
的

事
業
の
流
れ

福
島

県

ポ
イ
ン
ト
発
行

商
品

発
注

商
品

発
送

交 換 商 品 提 供 事 業 者

補
助
金
交
付

【
建
築
主
】

一
般
向
け

（
子
育
て
世
帯

以
外
）

被
災
者
・
避
難
者

県
外
移
住
者

一
般
向
け

（
子
育
て
世
帯
）

ポ
イ
ン
ト
発
行
・
交
換
窓
口

３
０
万

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

交
換
申
請

２
０
万

ポ
イ
ン
ト

交
付
ポ
イ
ン
ト
数

一
般
向
け
（
子
育
て
世
帯
以
外
）

２
０
万
ポ
イ
ン
ト

一
般
向
け
（
子
育
て
世
帯
）

３
０
万
ポ
イ
ン
ト
（
拡
充
）

被
災
者
・
避
難
者
・
県
外
移
住
者
向
け

３
０
万
ポ
イ
ン
ト

Ｈ
３
０
年
度
拡
充
内
容

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
指
導
課

主
幹

佐
瀬

（
電
話
0
24
-5
21
-7
52
2
県
庁
内
線
3
6
6
7
）

Ⅱ
－
（
３
）
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

子
育
て
世
帯
等
へ
の
住
宅
取
得
の
支
援
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（単位：百万円）

事　　業　　名
区
分

担当課 事　業　概　要 事業費

福島県建設業振興事
業

継
続

建設産業室

　産学官が連携し、建設業振興に向けた施策を
推進するための福島県建設業産学官連携協議
会を開催する。
　また、建設企業の合併支援、快適トイレ設置企
業への補助や建設業への理解を浸透・普及させ
るため、小学生向けの建設現場見学会を開催す
る。

12

元気ふくしま、地域づ
くり・交流促進事業（地
域発見まち歩き推進
事業）

継
続

まちづくり推進課

　地域資源の活用により地域活性化を図るた
め、ソフト・ハード両面から地域づくりを支援し、
交流人口の拡大を図る。また、「ふくしま健民アプ
リ」と連携した史跡案内等のＱＲコードを歩道に
設置し、県民の健康増進と地域の魅力発信を図
る。（地域発見まち歩き推進事業）

417

移住促進仮設住宅提
供事業

継
続

建築住宅課

　定住・二地域居住を推進するため、仮設住宅を
活用して“お試し住宅”等を整備する市町村に対
し、仮設住宅を再利用するための解体と「建築資
材」の運搬、整備する住宅等の「再利用設計」を
提供することにより、事業の一部を支援する。

57

福島県空き家・ふるさ
と復興支援事業

継
続

建築指導課

　移住・定住、被災者等の住宅再建を推進し、本
県の活性化・復興を図るため、県外から県内へ
の移住者や被災者等が行う空き家改修等に対
し、補助金を交付する。

101

来て ふくしま 住宅取
得支援事業

継
続

建築指導課

　良質な住宅取得を行う県外から県内への移住
者に対し、地域の活性化を強力に進めるため、
市町村が主体となって地域の実情を踏まえて行
う住宅取得支援事業に対し、補助金を交付する。

31

福島県空き家再生・子
育て支援事業

新
規

建築指導課

　市町村が取り組む空き家対策を支援し、子育て
世帯の居住の安定確保や人口減少の抑制のた
め、子育て世帯が空き家を取得して行う改修工
事等に対し、補助金を交付する。

41

福島県多世代同居・
近居推進事業

継
続

建築指導課
　子育て環境や高齢者見守りの充実等を図るた
め、親世帯と子ども世帯が同居・近居するための
住宅取得等に対し、補助金を交付する。

70

　　　福島県総合計画の「重点プロジェクトを推進する事業（重点事業）」のうち、
　　土木部事業は以下のとおり。

１　人口減少・高齢化対策プロジェクト

４ 平成３０年度 重点プロジェクトを推進する事業（重点事業）

※主たるプロジェクト以外の関連する

プロジェクトへ掲載する場合に

（再掲）と記載しています。
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（単位：百万円）

事　　業　　名
区
分

担当課 事　業　概　要 事業費

ふくしまの未来を育む
森と住まいのポイント
事業
（再掲）

一
部
新
規

建築指導課

　森林環境の保全、地域経済の循環、被災者等
の住宅再建、県外からの移住・定住を促進する
ため、県産木材を活用し、県内の大工・工務店が
施工した住宅取得に対し、県産品等と交換可能
なポイントを交付する。

42

福島県ふるさと帰還に
向けた住宅調査支援
事業
（再掲）

継
続

建築指導課
　避難者の住宅再建・帰還を促進し、まちの活気
を呼び戻すため、避難指示を受けた市町村が行
う既存住宅状況調査に対し、補助金を交付する。

6

住宅復興資金（二重
ローン）利子補給事業
（再掲）

継
続

建築指導課

　被災者の住宅再建を支援するため、住宅ロー
ンの残債務が５００万円以上ある被災者が、新た
な住宅の購入、建設、補修に必要な資金（５００
万円以上）を借り入れる場合、既存住宅ローンの
５年間分の利子相当額を一括補助する。

10

歩いて走って健康づく
り支援事業
（再掲）

継
続

道路整備課
　新たに整備した海岸堤防等や既存の道路を活
用し、サイクリングコースを整備するため、距離
標等の路面表示や区画線を実施する。

17

復興拠点へのアクセ
ス道路整備事業

継
続

道路整備課
　避難地域の復興と帰還に向けた環境の整備と
して、復興拠点へのアクセス道路を整備する。

3,045

復興祈念公園整備事
業

継
続

まちづくり推進課
　復興祈念公園の整備に向け、用地取得及び基
本設計・実施設計等を実施する。

1,206

道路環境整備事業
継
続

道路管理課
　除染実施区域のうち、除染基準を下回る（０．２
３μSV/h未満）地区の道路等側溝堆積物の撤去
及び処理を行う。

4,310

応急仮設住宅維持管
理事業

継
続

建築住宅課

　恒久的な住宅への移行までの避難者支援とし
て、応急仮設住宅を適切に維持管理するため、
応急仮設住宅維持管理センターによる修繕や、
管理市町村が行う除雪費等を補助する。

228

復興公営住宅整備促
進事業

継
続

建築住宅課
（復興住宅担当）

　原子力災害により避難の継続を余儀なくされて
いる方々の居住の安定を確保するため、県が復
興公営住宅を整備する。
　第二次福島県復興公営住宅整備計画（平成25
年12月策定）に基づき、県営と市町村営を合わ
せて全体で4,890戸を整備する。

5,205

２　避難地域等復興加速化プロジェクト

３　生活再建支援プロジェクト
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（単位：百万円）

事　　業　　名
区
分

担当課 事　業　概　要 事業費

帰還者向け災害公営
住宅等整備促進事業

新
規

建築住宅課
（復興住宅担当）

　原子力災害による避難者の帰還後の居住の安
定確保、及び避難指示解除区域における新規転
入者の定住を図る。
　大熊町大川原地区の復興拠点内に、町営の帰
還者向け復興公営住宅及び新規転入者向けの
福島再生賃貸住宅を、県が代行で整備する。

15

福島県ふるさと帰還に
向けた住宅調査支援
事業

継
続

建築指導課
　避難者の住宅再建・帰還を促進し、まちの活気
を呼び戻すため、避難指示を受けた市町村が行
う既存住宅状況調査に対し、補助金を交付する。

6

住宅復興資金（二重
ローン）利子補給事業

継
続

建築指導課

　被災者の住宅再建を支援するため、住宅ロー
ンの残債務が５００万円以上ある被災者が、新た
な住宅の購入、建設、補修に必要な資金（５００
万円以上）を借り入れる場合、既存住宅ローンの
５年間分の利子相当額を一括補助する。

10

復興公営住宅入居支
援事業

継
続

建築住宅課

　全国各地に避難している復興公営住宅の入居
対象者からの膨大な数の問い合わせへの対応、
及び募集・選定業務を円滑かつ適正に執行する
ため委託する。

34

歩いて走って健康づく
り支援事業

継
続

道路整備課
　新たに整備した海岸堤防等や既存の道路を活
用し、サイクリングコースを整備するため、距離
標等の路面表示や区画線を実施する。

17

ふくしまの未来を育む
森と住まいのポイント
事業

一
部
新
規

建築指導課

　森林環境の保全、地域経済の循環、被災者等
の住宅再建、県外からの移住・定住を促進する
ため、県産木材を活用し、県内の大工・工務店が
施工した住宅取得に対し、県産品等と交換可能
なポイントを交付する。

42

エネルギー構造高度
化・転換理解促進事
業

継
続

道路管理課
まちづくり推進課

　エネルギー構造の高度化や再生可能エネル
ギーへの転換を推進するため、県が管理する道
路消雪施設や都市公園施設に再生可能エネル
ギーの導入を行う。

195

福島県省エネルギー
住宅改修補助事業

継
続

建築 指導課
　住宅の省エネルギー化や高齢者等の健康増進
等を図るため、既存戸建て住宅の断熱改修工事
に対し、補助金を交付する。

110

９　新産業創造プロジェクト

７　農林水産業再生プロジェクト

５　心身の健康を守るプロジェクト
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（単位：百万円）

事　　業　　名
区
分

担当課 事　業　概　要 事業費

サイクリング魅力アッ
プ事業（交付金（地域
活性化・道路）等）

新
規

道路整備課

　県が整備した自転車道について、利用者の意
向を踏まえ、施設の魅力を高めるための案内標
識や路面標示などの施設整備や管理を行い、利
便性向上を図る。

3

あづま球場改修事業
（オリンピック関連）

新
規

まちづくり推進課
　東京2020大会野球・ソフトボール競技の競技開
催に向けたあづま球場の改修を行う。

499

道路整備事業
継
続

道路整備課
　災害に強く安全で安心なまちづくりを支えるた
め、海岸堤防や防災緑地などと一体的に道路を
整備する。

5,913

公共災害復旧費（再
生・復興）

継
続

河川整備課
　東日本大震災により被害を受けた公共土木施
設を復旧し、地域の安全安心を確保する。

5,676

交付金事業（河川）
（再生・復興）

継
続

河川整備課

　東北地方太平洋沖地震により被災した河口部
の河川堤防について、津波・高潮対策として海岸
堤防の整備に併せて河川堤防の嵩上げを実施
し、浸水被害の軽減を図る。

3,124

交付金事業（海岸）
（再生・復興）

継
続

河川整備課

　東北地方太平洋沖地震により被災した海岸堤
防について、津波・高潮対策として海岸堤防の築
堤及び嵩上げ、また、水路への樋門設置を実施
し、浸水被害の軽減を図る。

598

交付金事業（砂防）
（再生・復興）

継
続

砂防課

　東日本大震災による被災箇所及び震災により
土砂災害のおそれが生じた箇所において、えん
堤工や法枠工等の対策を行うことによって土砂
災害から県民の生命や財産を保護し、民生の安
定と県土の保全を図る。

1,281

復興交付金事業（防
災緑地）

継
続

まちづくり推進課
　通常時は緑地として機能し、津波発生時には
津波被害を軽減する防災緑地を整備する。

2,089

直轄道路事業の負担
金

継
続

道路計画課
　災害に強い道路ネットワーク構築を実現するた
め、本県の骨格をなす基幹的な道路の整備を促
進する。

7,377

国道115号相馬福島
道路事業の負担金

継
続

高速道路室
　被災地の早期の復旧・復興を支援するため、国
道１１５号相馬福島道路の整備を促進する。

6,500

（仮）双葉IC整備の促
進

継
続

高速道路室

　双葉町の帰還や復興の各種施策を進める重要
施設として追加IC整備支援を行うもの。また、中
間貯蔵施設への除去土壌等の県内各地からの
運搬にあたって、安全性、効率性の向上を図る。

650

１０　風評・風化対策プロジェクト

１１　復興まちづくり・交流ネットワーク基盤強化プロジェクト
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（単位：百万円）

事　　業　　名
区
分

担当課 事　業　概　要 事業費

（仮）大熊IC整備の促
進

継
続

高速道路室

　大熊町の帰還や復興の各種施策を進める重要
施設として追加IC整備支援を行うもの。また、中
間貯蔵施設への除去土壌等の県内各地からの
運搬にあたって、安全性、効率性の向上を図る。

1,037

会津縦貫道整備事業
継
続

高速道路室
道路整備課

　災害に強い道路ネットワークの構築を実現する
ため、本県の骨格をなす基幹的な道路（会津縦
貫道）を整備する。

4,092

橋梁耐震補強事業
継
続

道路管理課
　災害に強い道路ネットワーク構築を実現するた
め、橋梁の耐震補強を進め、防災機能の強化を
図る。

428

緊急現道対策事業
継
続

道路管理課
　原発事故に起因する迂回交通や復興事業等に
より交通量が増加している路線において、緊急
的な現道対策を実施する。

350

道路機能強化事業
（路盤改良等）

継
続

道路管理課
　災害に強い道路ネットワークの構築を実現する
ため、路盤改良など道路機能を強化し、防災機
能の強化を図る。

2,050

災害防除事業（落石
対策等）

継
続

道路管理課
　災害に強い道路ネットワークの構築を実現する
ため、落石対策等を進め、防災機能の強化を図
る。

1,463

ふくしま復興再生道路
整備事業

継
続

道路整備課
　避難解除等区域の復興を周辺地域から強力に
支援するため、広域的な物流や地域医療、産業
再生を支える８路線を整備する。

22,451

地域連携道路等整備
事業

継
続

道路整備課

　浜通りと中通り・会津との東西の広域的なネット
ワークの強化を図るとともに、災害に強い道路
ネットワークの構築を実現するため、地域連携道
路等を整備する。

34,181

小名浜港東港地区国
際物流ターミナル整備
事業

継
続

港湾課

　国際バルク戦略港湾に選定された小名浜港の
取扱貨物量の増加、船舶の大型化等に対応する
ため、国と共同で岸壁、泊地等の整備やふ頭の
埋立造成を行う。

10,171

復興交付金事業（街
路）

継
続

まちづくり推進課

　津波被災を受けた地域について、迅速かつ円
滑な避難・救援・物資輸送ルートの確保を図り、
災害に強い復興まちづくりを進めるため、都市防
災機能を有する都市内道路の整備促進を図る。

96

土砂災害防止法に基
づく基礎調査推進事
業

継
続

砂防課
　土砂災害防止法に基づき、土砂災害警戒区域
等を指定するための基礎調査を実施する。

300

福島県建築物耐震化
促進事業

継
続

建築指導課

　法により耐震診断が義務付けられた不特定多
数の者が利用する大規模建築物、災害時の避
難所となる防災拠点建築物及び緊急輸送路沿
道建築物の耐震化を促進するため、事業者が行
う耐震診断・改修へ補助金を交付する市町に対
し、補助金を交付する。

407
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【一般会計】 （単位：千円、％）

平成30年度
当初予算案額（Ａ）

平成29年度
当初予算額（B）

増減額（Ａ－Ｂ） 比較（Ａ/Ｂ*100)

復興・創生事業

13,046,339 18,326,999 △ 5,280,660 71.2

115,990,300 176,417,373 △ 60,427,073 65.7

23,266,786 38,235,880 △ 14,969,094 60.9

普 通 建 設 事 業 費 1,312,600 1,237,680 74,920 106.1

災 害 復 旧 事 業 費 7,172,186 18,644,900 △ 11,472,714 38.5

国 直 轄 事 業 負 担 金 14,782,000 18,353,300 △ 3,571,300 80.5

92,723,514 138,181,493 △ 45,457,979 67.1

129,036,639 194,744,372 △ 65,707,733 66.3

94,036,114 139,419,173 △ 45,383,059 67.4

通常事業

19,618,127 18,648,158 969,969 105.2

65,072,915 69,437,853 △ 4,364,938 93.7

17,567,652 23,981,847 △ 6,414,195 73.3

普 通 建 設 事 業 費 2,497,049 3,341,388 △ 844,339 74.7

災 害 復 旧 事 業 費 5,598,266 8,921,300 △ 3,323,034 62.8

国 直 轄 事 業 負 担 金 9,472,337 11,719,159 △ 2,246,822 80.8

28,639,478 29,274,725 △ 635,247 97.8

18,865,785 16,181,281 2,684,504 116.6

8,572,233 8,136,164 436,069 105.4

93,263,275 96,222,175 △ 2,958,900 96.9

50,002,312 48,797,394 1,204,918 102.5

合計（復興・創生事業＋通常事業）

32,664,466 36,975,157 △ 4,310,691 88.3

181,063,215 245,855,226 △ 64,792,011 73.6

40,834,438 62,217,727 △ 21,383,289 65.6

普 通 建 設 事 業 費 3,809,649 4,579,068 △ 769,419 83.2

災 害 復 旧 事 業 費 12,770,452 27,566,200 △ 14,795,748 46.3

国 直 轄 事 業 負 担 金 24,254,337 30,072,459 △ 5,818,122 80.7

121,362,992 167,456,218 △ 46,093,226 72.5

18,865,785 16,181,281 2,684,504 116.6

8,572,233 8,136,164 436,069 105.4

222,299,914 290,966,547 △ 68,666,633 76.4

144,038,426 188,216,567 △ 44,178,141 76.5

【特別会計】

3,300,000 3,300,000 0 100.0

16,308,959 14,984,999 1,323,960 108.8

(7,385,500) (6,680,400) (705,100) (110.6)

(8,923,459) (8,304,599) (618,860) (107.5)

11,216,377 15,517,521 △ 4,301,144 72.3

(1,706,600) (2,136,260) (△429,660) (79.9)

(9,509,777) (13,381,261) (△3,871,484) (71.1)

30,825,336 33,802,520 △ 2,977,184 91.2

【一般会計＋特別会計】

253,125,250 324,769,067 △ 71,643,817 77.9

（ 一 般 事 業 費 ）

（ 公 共 事 業 費 ）

義 務 的 経 費

県 単 公 共

一 般 事 業 費

公共事業費計（災害復旧事業費及び国直轄事業負担金を除く）

合    計

合    計

義 務 的 経 費

流 域 下 水 道 事 業 特 別 会 計

県 単 公 共

（ 公 共 事 業 費 ）

（ 一 般 事 業 費 ）

一 般 事 業 費

合                                    　　計

合                                    　　計

港 湾 整 備 事 業 特 別 会 計

維 持 補 修 費

土 地 取 得 事 業 特 別 会 計

公 共 事 業 費

公共事業費計（災害復旧事業費及び国直轄事業負担金を除く）

合                                    　　計

一 般 公 共

維 持 補 修 費

県 単 公 共

一 般 公 共

公 共 事 業 費

一 般 公 共

公 共 事 業 費

一 般 事 業 費

公共事業費計（災害復旧事業費及び国直轄事業負担金を除く）

（１） 平成３０年度 土木部当初予算集計表

５ 資料編
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1
,0
0
1
,7
5
7
1
,0
0
9
,8
1
7
1
,0
1
9
,4
2
0
1
,0
1
0
,1
6
8

年
　
　
度

1
4
年
度

1
5
年
度

1
6
年
度

1
7
年
度

1
8
年
度

1
9
年
度

2
0
年
度

2
1
年
度

2
2
年
度

2
3
年
度

2
4
年
度

2
5
年
度

2
6
年
度

2
7
年
度

2
8
年
度

2
9
年
度

3
0
年
度

土
木
部
予
算
額

1
5
8
,7
5
4
1
5
7
,3
5
3
1
4
5
,2
1
7
1
3
6
,2
9
8
1
2
5
,8
9
0
1
1
6
,5
0
0
1
1
2
,2
4
6
1
0
9
,2
7
1
1
0
2
,9
9
3

9
9
,0
5
0
2
5
2
,9
4
5
2
4
7
,4
8
7
2
9
2
,0
5
4
3
4
8
,0
4
3
3
2
0
,7
6
7
2
9
0
,9
6
7
2
2
2
,3
0
0

県
予
算
額
に
占
め
る

土
木
部
の
割
合

1
6
.5
%

1
6
.8
%

1
6
.0
%

1
4
.7
%

1
4
.5
%

1
3
.7
%

1
3
.4
%

1
2
.5
%

1
1
.4
%

1
1
.0
%

1
6
.0
%

1
4
.3
%

1
7
.0
%

1
8
.3
%

1
7
.0
%

1
6
.9
%

1
5
.4
%

県
予
算
額

9
5
9
,9
4
3
9
3
6
,6
3
3
9
0
9
,6
2
9
9
2
5
,0
3
5
8
7
0
,9
2
9
8
5
1
,1
8
9
8
4
0
,7
1
9
8
7
5
,4
4
8
9
0
2
,2
2
0
9
0
0
,0
3
4
1
,5
7
6
,3
5
2
1
,7
3
1
,9
7
0
1
,7
1
4
,5
1
3
1
,8
9
9
,4
2
1
1
,8
8
1
,9
2
5
1
,7
1
8
,3
7
3
1
,4
4
7
,2
1
2

単
位
：
百
万
円

0
%

5
%

1
0
%

1
5
%

2
0
%

2
5
%

3
0
%

3
5
%

0

5
0
,0
0
0

1
0
0
,0
0
0

1
5
0
,0
0
0

2
0
0
,0
0
0

2
5
0
,0
0
0

3
0
0
,0
0
0

3
5
0
,0
0
0

4
0
0
,0
0
0

部
予
算
（
復
興
・
創
生
）

部
予
算
（
通
常
）

県
予
算
に
占
め
る
土
木
部
予
算

（
２
）

土
木
部
一
般
会
計
当
初
予
算
の
推
移

県
予
算
に
占
め
る

土
木
部
予
算
(%
)

2
,3
3
9
億
円

9
年
度
当
初
県
予
算

9
,8
2
4
億
円
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